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。
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平成１８年第３回臨時会

　各常任委員会委員、議会運営委員会委員、議会広報特別委員会委員、一部事務組合等議会議員は、
次のとおり決まりました。　◎は委員長、○は副委員長

議会役員が
決まりました

議　　　長　に　杉 木 弘 明 氏
　　　　　　　　　　　　　　　を選出
副　議　長　に　中 川 弘 幸 氏

監 査 委 員 には 小 森 　 仁 氏 を選出

総務財政常任委員会

◎ 小 河 光 昭
○ 西 﨑 甚 吾
小 田 幸 道
森 本 雅 太
小 森 　 仁
山 下 　 弘
中 川 弘 幸
坂 口 　 洋
西 尾 種 生

（９人）

総務部、企画部、検査室、出納室、議会事務局、監査委員事務局、選挙管
理委員会、公平委員会および固定資産評価審査委員会の所管に関する事務
並びに他の常任委員会に属さない事務について審議を行う委員会です。

平成18年第３回臨時会を11月２日に開きました。
臨時会では、平成18年度志摩市一般会計補正予算（第３号）が審議され、原案のとおり可決されました。
また、志摩市議会の役員改選が行われ、次のように決まりました。

教育民生常任委員会
（９人）

生活環境部、健康福祉部、教育委員会および病院事業部の所管に関する事
務について審議を行う委員会です。

◎ 森 　 　 昶
○ 杉　本　三八一
中 村 八 郎
野 名 澄 代
森 本 紘 正
上 村 繁 子
三 橋 文 夫
山 際 　 優
畑　　　美津子
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産業建設常任委員会
（７人）

産業振興部、建設部、上下水道部および農業委員会の所管に関する事務に
ついて審議を行う委員会です。

議会運営委員会
（７人）

定例会等の会期日程および議会運営に関する事項、議長の諮問に関する事
項について協議を行う委員会です。

議会広報特別委員会
（７人）

志摩市議会の広報に関する調査および編集を行う委員会です。

◎ 野 名 澄 代
○ 廣 岡 安 吉
出 間 敏 和
松 尾 忠 一
森 本 紘 正
上 村 繁 子
大 口 秀 和

◎ 山 下 　 弘
○ 上 村 繁 子
小 森 　 仁
小 河 光 昭
三 橋 文 夫
森 　 　 昶
畑　　　美津子

◎ 松 尾 忠 一
○ 出 間 敏 和
濵　口　三代和
廣 岡 安 吉
大 口 秀 和
髙 岡 英 史
谷 口 　 覚
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一部事務組合等議会議員名簿

鳥 羽 志 勢 広 域 連 合 議 会 議 員 西﨑　甚吾・松尾　忠一・森本　紘正・坂口　　洋
森　　　昶・山際　　優・畑　美津子

志 摩 広 域 消 防 組 合 議 会 議 員 小田　幸道・濵口三代和・森本　雅太・小河　光昭
杉本三八一・西尾　種生

志 摩 広 域 行 政 組 合 議 会 議 員 中村　八郎・野名　澄代

伊勢地域農業共済事務組合議会議員 出間　敏和・三橋　文夫・谷口　　覚

12月定例会を傍聴しませんか？
どなたでも簡単に傍聴できますので、お気軽にお越しください。
　　日時：12月４日～25日　午前 9時～（予定）
　　場所：志摩分庁舎４階　市議会本会議場

詳しくは議会事務局までお問い合わせください（TEL 0599－85－5401）

９月定例会の様子

　市議会の本会議は、原則として公開され、だれでも自由に傍聴できます。市政に対する関心
を深めていただくとともに、市議会議員の活動を直接ご覧になってみませんか。

●傍聴するには…
　本会議の傍聴を希望する方は、志摩市役所志摩分庁舎 4階（志摩町和具）にお越しください。
　受付がありますので、議会事務局に申し出てください。
　氏名を記入するだけで簡単に入場できます。入場は、先着順になっています（定員は28人です）。

◎志摩市議会庁舎建設に関する特別委員会の役員が代わりました。
委 員 長　谷　口　　　覚
副委員長　濵　口　三代和
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平成１８年 第３回定例会
平成18年第３回定例会を９月５日から28日までの24日間の会期で行いました。
定例会では条例の制定・一部改正案10件、損害賠償の額を定めることについて１件、補正予算案７件、
字区域の変更案１件、規約の変更に関する協議１件、決算認定案３件、工事請負契約の締結案２件、業
務委託契約の締結案１件、請願３件、意見書案４件、人事案件２件を審議しました。

審 議 し た 案 件 と 結 果
番　　　号 件　　　　　　　名 結　果
議案第69号 志摩市阿児健康福祉センターの設置及び管理に関する条例の制定について 可　決

議案第70号 志摩市長の資産等の公開に関する条例の一部改正について 可　決

議案第71号 志摩市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 可　決

議案第72号
志摩市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の
一部改正について

可　決

議案第73号 志摩市学校体育施設の開放に関する条例の一部改正について 可　決

議案第74号 志摩市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正について 可　決

議案第75号 志摩市国民健康保険条例の一部改正について 可　決

議案第76号 志摩市消防団員等公務災害補償に関する条例の一部改正について 可　決

議案第77号
志摩市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正
について

可　決

議案第78号 損害賠償の額を定めることについて 可　決

議案第79号 平成18年度志摩市一般会計補正予算（第２号）について 可　決

議案第80号 平成18年度志摩市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可　決

議案第81号 平成18年度志摩市老人保健特別会計補正予算（第２号）について 可　決

議案第82号 平成18年度志摩市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可　決

議案第83号 平成18年度志摩市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）について 可　決

議案第84号 平成18年度志摩市公共駐車場整備特別会計補正予算（第１号）について 可　決

議案第85号 平成18年度志摩市水道事業会計補正予算（第２号）について 可　決

議案第86号 字の区域の変更について 可　決

議案第87号 三重県市町村職員退職手当組合の規約の変更に関する協議について 可　決

認定第１号 平成17年度志摩市水道事業会計決算認定について 可　決

認定第２号 平成17年度志摩市下水道事業会計決算認定について 可　決

認定第３号 平成17年度志摩市立国民健康保険病院事業会計決算認定について 可　決

議案第88号 工事請負契約の締結について 可　決

議案第89号 工事請負契約の締結について 可　決

議案第90号 業務委託契約の締結について 可　決

請願第３号
「義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率 2分の 1への復元」を求め
る請願について

採　択

請願第４号
「30人学級を柱にした義務制および高校次期定数改善計画の策定、教育
予算拡充」を求める請願について

採　択
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平成１８年
番　　　号 件　　　　　　　名 結　果

請願第５号
「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合的な学校の安全対策」
を求める請願について

採　択

発議第６号 道路整備の財源確保を求める意見書の提出について 可　決

発議第７号 志摩市議会委員会条例の一部改正について 可　決

同意第１号 教育委員会委員の任命について 同　意

同意第２号 志摩市公平委員会委員の選任について 同　意

発議第８号
「義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１への復元」を求め
る意見書の提出について

可　決

発議第９号
「30人学級を柱にした義務制および高校次期定数改善計画の策定、教育
予算拡充」を求める意見書の提出について

可　決

発議第10号
「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合的な学校の安全対策」
を求める意見書の提出について

可　決

市議会への請願を審議しました

○「義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１への復元」を求める請願
○「30人学級を柱にした義務制および高校次期定数改善計画の策定、教育予算拡充」を
求める請願

○「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合的な学校の安全対策」を求める請願

　上記の３請願が三重県教職員組合志摩支部（支部長・小川幸弘）他３名から提出され、
賛成多数で採択しました。

国への意見書を提出しました

○道路整備の財源確保を求める意見書
○「義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１への復元」を求める意見書
○「30人学級を柱にした義務制および高校次期定数改善計画の策定、教育予算拡充」を
求める意見書

○「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合的な学校の安全対策」を求める意見書

　上記の４意見書が議員発議で提案され、賛成多数で可決し意見書を関係機関に提出し
ました。
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委員会に議案審査を付託しました
　総務財政常任委員会、教育民生常任委員会、産業建設常任委員会及び決算特別委員会は、9月
定例会において付託された議案及び所管の予算案を本会議での説明をもとに各委員が質疑・審査
を行い、全議案について原案のとおり可決すべきものとして認めました。
　なお、各委員会においての付託事項及び要望事項は、次のとおりです。

■総務財政常任委員会

（付託事項）議案第70号、71号、72号、76号、77号、79号、87号
（要望事項）１　ＡＥＤのリース料の入札は、もう少し検討が必要である。
　　　　　 ２　予備費の有効活用を望む。

■教育民生常任委員会

（付託事項）議案第69号、73号、74号、79号、80号、81号、82号、83号
（要望事項）１　幼保一元化の早期検討について
　　　　　 ２　ごみ袋の広告事業導入について
　　　　　 ３　老人保健施設完成後における運営形態の検討について

■産業建設常任委員会

（付託事項）議案第78号、79号、84号、85号、86号
（要望事項）１　鵜方駅前駐車場のパークロック機器に関し、無料化を含めた改良検討について
　　　　　 ２　賢島駅前観光客用公衆トイレ等の抜本的な改修・改築工事について
　　　　　 ３　観光客誘致対策の強化について

■決算特別委員会

（付託事項）認定第１号、２号、３号
（要望事項）１　水道事業会計における資産の有効活用および未収金対策の強化について
　　　　　 ２　下水道事業会計における加入率・接続率向上策について
　　　　　 ３　市立病院事業会計の採算性に関する統合問題等、抜本対策について

☆議案名は、６～７ページを参照願います。

人事
◎教育委員会委員に井爪　皓さんを再任
　住所　志摩市磯部町恵利原745番地
　任期は平成18年11月25日から４年間です。

◎志摩市公平委員会委員に森岡富佐男さんを選任
　住所　志摩市志摩町布施田1227番地１
　公平委員会委員に森岡富佐男さんを選任することについて同意しました。
　任期は平成18年12月１日から４年間です。
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委員会研修視察報告

総務財政常任委員会
内容：市税収納率向上への取り組み及び滞納処分について（福知山市）
　　　庁舎建設・維持管理について（三木市）

調査の結果：
　去る７月６日、７日の両日、総務財政常任委員会委員９名で京都府福知山市及び兵庫県三木市において
研修を行った内容についてご報告します。
　まず、福知山市の概要ですが、福知山市は京都府で２番目の市として誕生し、平成18年１月には、近隣
の三和町、夜久野町及び大江町と合併しました。面積552.57平方km、人口は約84,000人となり、京阪神地
方と山陰丹後地方を結ぶ北近畿の玄関口となっています。また、古くから城下町として栄えてきたこの
まちは、現在も「21世紀にはばたく北近畿の都」をキャッチフレーズに新たなまちづくりを進めていま
す。このまちにおいても、税の収納は大きな課題としてとらまえていました。福知山市では、歳入部署を
総括した公金収納研究会を組織し、全庁職員の取り組みとして、市長を本部長として管理職員による全庁
徴収を実施しているということでした。滞納処分においても、給与、預貯金、不動産、生命保険、売掛金、
動産等について実施しており、差押件数は、平成16年度・17年度で150件、平成18年度は６月までの３箇
月間で87件の処分を実施し、公売についても平成８年度から毎年実施しており、今年度からインターネッ
トによる動産の公売を実施していくとのことでした。また、収納方法については、平成15年度から市税や
水道料金等公共料金について歩合制による徴収嘱託員制度を取り入れ、収納率向上を図っています。滞納
者に対しては、訪問徴収につき３回を限度として定め、この訪問のなかで「生活困窮などにより納入でき
ないのか、又は納入できる資力があるのに納税しないのか」を見極めることが大切であるということでし
た。福知山市の収納に対する基本は、滞納は絶対許さないという姿勢であり、公共料金の中でも特に市税
に代表される公租公課については、納入しない者に対しては滞納処分を、納入できない者に対しては滞納
処分の執行停止を法に基づき積極的かつ速やかに実施していくということです。また、地元新聞紙に納期
内納付率の向上をめざした内容の広告を月２回掲載することにより、徴収業務に対し、市民の理解や励ま
し、応援を得ることができたとのことでした。最後に「市長の理解と市民の応援のもとで徴収業務に従事
できることがうれしい」と話されていたことが特に印象的でした。
　次に、三木市ですが、三木市は兵庫県中南部、東経135度の日本標準子午線上に位置する人口約85,000人、
面積176.58平方km、三木城の城下町として栄えています。三木市では、庁舎建設及び維持管理について
研修を実施しました。現在の庁舎は、平成５年に建設され14年が経過しています。平成元年に庁舎建設特
別委員会を設置し、将来の人口目標を10万人と想定し、４年間をかけ検討を重ねて建設をしました。隣接
には、「みっきいホール・みっきい広場」として市民開放スペースを設け、市民の憩いの場として、写真
展や絵画展などに趣味の展示場所として、市民が自由に運営し、有意義に使用されていました。また、Ｆ
Ｍ放送局もあり、市民の情報発信の場としても市庁舎がいかされていました。駐車場においても相互に利
用できるように設計されています。庁舎は、バブル時に建設されたため大きすぎるのではと思っていまし
たが、今では、議場の傍聴席は傍聴者でいっぱいになり狭く感じられるとのことであり、庁舎建設は、人

口・地域性を考慮して見合ったものをとよく言われていま
すが、規模等については将来を考慮して建設しなければな
らないと感じました。また、三木市では、庁舎を市民のふ
れあいの場としての中心的な施設づくり、市民の個性を表
現したシンボルとして明るく文化の香りの高いものという
理念のもと、計画、建設されていました。志摩市において
も、市民の利便性を第一に考え、親しみやすく、分かりや
すく、安全で、自然環境に調和した庁舎建設を市民と共に
話し合いながら建設していかなければならないと感じまし
た。以上、総務財政常任委員会の報告とします。

日時：７月６日、７日
場所：京都府福知山市、兵庫県三木市
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教育民生常任委員会
内容：「米原市地域包括ケアセンターいぶき」について（米原市）
　　　「生活訓練施設ハウスやわらぎ」について（福井市）

調査の結果：
　去る 7月11日、12日の両日、教育民生常任委員会委員 9名で滋賀県米原市「米原市地域包括ケア
センター」及び、福井県福井市の精神障害者生活訓練施設「ハウスやわらぎ」において研修を行っ
た内容についてご報告いたします。
　まず米原市の概要ですが、米原市は平成17年 2 月、坂田郡内の 3つの町が合併し、さらに平成17
年10月に残る郡内の 1つの町と合併し、現在の米原市になりました。人口は約42,000人、面積220
平方km、高齢化率は約23.2パーセントで、高齢化率が40パーセントを越える集落もあるとのこと
でした。この「米原市地域包括ケアセンターいぶき」の設置の経緯ですが、平成13年、旧伊吹町で
複合施設の設置についての検討が始まり、その後の合併で米原市に引継ぎ、17年に約 9億 4千万円
で工事請負契約を締結、18年 4 月に竣工、延べ床面積は4,433㎡で、1階には診療所、リハビリ訪問
看護、デイケア部門、2階に老人保健施設部門を設置し、公設民営方式でオープンしました。
　運営面については、16年11月に社団法人「地域医療振興協会」に 10年間指定管理者として指定
され、設計段階から官民一体となり事業を進めてきたとのことでした。「地域医療振興協会」とは、
へき地医療に従事する医師を育成するために創設された自治医科大学と一体となり、昭和61年に設
立され、全国各地でへき地医療及び地域住民の福祉の増進に取り組み、現在全国で33施設の運営を
しているとのことであり、運営方針及び内容は次のようなものでした。医師 4名、理学療法士 3名、
作業療法士 1名、介護士17名、看護士17名、管理栄養士 1名、事務 6名、計50名体制で 5つの部門
を分担し、外来医療と在宅医療の充実、幅広い分野でのリハビリ機能の強化を図っているとのこと
でした。老健施設及びデイケアについては、ショートステイ10床を含む60床、通所20名で、「在宅へ」
の理念のもと運営しているとのことでした。
　医療については、病診連携を密にし、近隣の 3つの病院に急性期を担ってもらい、亜急性期から
慢性期は「ケアセンターいぶき」が受け持ち、これまであった 4つの国保診療所も継続運営し、ま
た地域医療を目指す若い医師の教育にも力を入れていく方針とのことでした。
　次に「援護寮」精神障害者生活訓練施設「ハウスやわらぎ」についてですが、まず施設内容及び
利用者について報告します。援護寮とは精神疾患のため独立して日常生活を営むことが困難と見込
まれる方に対し、一定期間計画された生活トレーニングを行い、自立を図るところです。
　現在は精神疾患による生活のしづらさにより、今すぐには困難であっても、将来は 1人暮らしを
したい・働きたい・社会参加をしたい・自分らしく生きたい・自立した生活を目標にしたいなどと思っ
ている方が利用する施設です。ちなみに三重県には17年度実績で 5つの施設が設置されています。
　「ハウスやわらぎ」については、福井県で唯一の施設であり、県がバックアップし、平成16年 4
月から社会福祉法人により運営されています。
　施設長1名、精神保健福祉士及び生活指導員5名、嘱託医1名、事務員1名の体制で運営されており、
利用料は月額20,000円と共益費3,000円、それに自室の電気代が必要であり、また、定員は20名、利
用期間は原則 2年以内で、ショートステイ制度もあるとのことでした。利用者の多くは知的障害者
ではなく高学歴で、ひきこもり・部屋の整理が出来ない・金銭管理が出来ない等の状態で、医師の

意見書の交付が必要であるとのことで、入所者の平均年
齢は40歳くらいです。活動内容としては、病院への通院
や授産施設への通所、また就労している方もありさまざ
まですが、一定期間後社会復帰が出来るように日々訓練
や助言指導をしているとのことでした。障害者自立支援
法施行後は、この施設においても大変厳しい状況になっ
ているとのことでした。
　以上、教育民生常任委員会の報告とします。

日時：７月11日、12日
場所：滋賀県米原市、福井県福井市

米原市地域包括ケアセンターいぶき
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産業建設常任委員会
内容：観光行政への取り組みについて（舞鶴市）
　　　食のまちづくりについて（小浜市）

調査の結果：
　去る 7月13日、14日の両日、産業建設常任委員会委員 7名により京都府舞鶴市及び福井県小浜市
を視察し、それぞれ舞鶴市の観光行政への取り組み及び小浜市における「食のまちづくり」を基点
とした地域活性化に対する取り組み等その事業の概要及び現状等について調査を実施しましたので
報告いたします。
　舞鶴市は、かつて軍港として栄えた東港に残る赤煉瓦の倉庫群や引揚記念館、自然文化園、舞鶴
親海公園等、歴史文化を有する建造物さらには舞鶴湾を中心に豊かな自然環境を活かした観光施策
の展開をとおして地域活性化への取り組みをおこなっているということでした。
　また、新しい取り組みとして風光明媚な
大浦半島にある瀬崎地区に農業振興の中核
的な施設として食の安全・安心また、交流
ふれあいの場としての「ふるるファーム」
の建設事業に着手し、観光と農業を一体化
した施策も展開していくということでした
が、残念ながらこの施設はオープン直前で
現地視察がかないませんでした。この事業
はクラインガルテン（滞在型市民農園）と
いうスタイルを採用し貸農園・コテージエ
リアの施設や、地場産物の加工体験、食農
体験、自然学習体験のできる「手づくり工
房」地元農産物のファーマーズマーケット、
自然食レストラン「農村レストランふるる」
等の施設整備をおこなうというもので、今後当市においての観光振興、農業振興を模索する上で大
いに参考になる施策ではないかと思います。
　次に、小浜市においては全国自治体の中でも特に有名な施策である「食のまちづくり」を中心に
据えた集客交流策、地産地消の取り組みについて調査研修をおこないました。「食文化からはじま
る地域個性の創出」を掲げ「御食国若狭おばま」を十二分にアピールする手法は、平成13年 9 月制
定の「食のまちづくり条例」を核として観光振興をはじめあらゆる分野を総合的に組み合わせた事
業展開を図っています。なかでも、市民参画による地産地消や食育に関する地域コミュニティ活動
においては、12地区（小学校区）単位での自主的なまちづくりの体制を構築しその活動を活性化す
ることにより地域振興を図るといった施策を展開しており実にすばらしい効果をあげていました。
このような活動を「いきいきまちづくり」事業と位置付け、市、市民、事業者が三位一体となって
まちづくりに主体的に参画し、協働して取り組むシステムを構築し市全体の活性化を図っていまし
た。このことは、まさに現在当市で実践されている「ふるさと学」と相通じるものがあり、地域住
民の意識を「ないものねだり」から「あるもの探し」へ転換させていく効果もあり、結果として集
客交流の効果が生みだされ観光振興に大きな相乗効果が期待できるのではないかと感じました。
　今回視察研修した両市の施策を参考にし、当地域の特色を生かした観光振興、産業振興の政策提
言をおこなっていきたいと考えます。
　以上、産業建設常任委員会所管事務調査の概要報告とさせていただきます。

日時：７月13日、14日
場所：京都府舞鶴市、福井県小浜市

御 食 国 御 膳
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庁舎建設に関する特別委員会
内容：庁舎建設について

調査の結果：
　去る、７月18日、志摩市議会庁舎建設に関する特別委員会委員25名により、愛知県岩倉市及び大
府市において庁舎建設に関する調査を実施しましたので報告いたします。調査事項は概ね８項目
とし、用地の選定、建設規模、建設費用、新エネルギー設備、維持管理、議会関連施設、防災対策、
周辺開発についてそれぞれ調査を実施しました。
　岩倉市の庁舎建設の基本理念は、市民サービスの向上、行政の将来に向けての対応を図るため「人
にやさしい、市民に親しまれるシティホール」とし、基本構想・基本計画策定の段階から市民参加、
職員参加を大切にしながら庁舎建設事業を推進してきたということです。その結果、大きな特色と
して１階には市民のふれあいの場、情報センターとして十分なスペースを取ったコミュニティプラ
ザ、また、２階には市民ギャラリーやレストランを配し、まさに市民のニーズが色濃く反映され
た庁舎となっていました。その他、機能性に優れた執務空間等は参考にすべき点が多くありました。
さらに、太陽光発電等の新エネルギーシステムを導入し、自然エネルギーを利用し環境面にも配慮
したものとなっていました。
　次に、大府市においては、平成３年に策定の第３次総合計画のなかで、その都市像を「活力みな
ぎる快適な健康都市」と定め、高齢化・情報化・国際化などの社会経済の変化に対応していくため、「市
民サービスの総合拠点」となる庁舎を整備することを基本方針としたとのことでした。この庁舎に
おける最大の特徴は３つの公園のほぼ中央に位置し、「緑あふれる健康づくりの拠点」と位置付け、
庁舎自体が健康都市にふさわしいシンボル的な中心施設となっています。また、岩倉市と同様市民
サービスの向上をめざし、市民が気軽に利用でき、わかりやすく、親しみのある開放的な庁舎となっ
ています。
　それぞれの庁舎に共通することは、多様化する行政ニーズや情報技術の高度化に柔軟に対応する
ことができ、また、省エネルギー、省コスト対策を意識した経済効率の高い施設であるということ
です。また、行政の効率的運営をより推進するため機能的な執務環境の確保、防災拠点としての施
設整備等にも十分配慮されておりました。特に、大府市においては非常災害時の「防災センター」
としての機能を有し建物本体に免震構造等を導入しているとのことでした。
　今後は、この視察研修成果を十分生かし、
志摩市総合計画の基本理念である「住んで
よし、訪れてよしの志摩市」を具現化する
シンボルとして、さらには、「市民に開か
れた、市民のためのサービスの総合拠点」
となる庁舎の建設をめざしさまざまな提言
をおこなっていきたいと考えています。
　以上、志摩市議会庁舎建設に関する特別
委員会管外調査の概要報告とさせていただ
きます。

日時：７月18日
場所：愛知県岩倉市、大府市
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議会運営委員会
内容：議会運営について、委員会の活性化について

調査の結果：
　議会運営委員会はかねてよりの研究課題であった、議会運営と委員会運営の活性化についての調
査、研修を委員全員 7名で、愛知県豊田市を訪ねて行った。
　豊田市は、平成17年 4 月周辺 6町村との合併により、人口412,207人、議会議員数47人（合併に
よる定数特例適用中）、一般会計規模1,562億円を数える大都市であるが議会改革には非常に積極的
に取り組んでいる。
　他市からの視察状況から見ても、Ｈ16年106市等から925人、Ｈ17年115市等から958人が「議会活
性化の取り組み」、「議会一般質問の対面・一問一答方式」「行政経営システム」、などについて視察、
研修に訪れていることからも、その積極姿勢や、他市からの注目度の高さをうかがい知る事ができる。
　豊田市議会の議会活性化への取り組みは、平成 3年度から始まっており現在第 6期目の作業を「議
会活性化推進特別委員会」を組織し推進しているところである。第 1期より現在までの取組状況と
その結果の実施項目を①議会の機能強化、②議会の活性化、③議会の情報公開、の観点から追って
みると、①議会の機能強化については、議会の政策形成能力の充実が検討され、議会図書室の充実、
情報有効活用、議員研修の充実などが実施され、外部からの講師を招聘しての研修会や、周辺市の
議会との合同の研修会などが積極的に行われている。
　また、議会事務局の充実強化も検討され、現在は庶務担当、議事担当、調査担当の 3部門に18人
を配置している。
②議会の活性化については、分かりやすい一般質問の方法、委員会の活性化について検討され、一
般質問については一問一答方式、対面式質問方式、持ち時間30分から60分までの10分単位での選択
性などが導入された。また、委員会の活性化については、委員会における議案審査は、質疑だけで
なく委員の意見を述べられるような委員会運営を行う事や委員外議員の発言を認める事や、委員長
報告について市民にもわかりやすくするため委員会審査の経過もできるだけ詳細に報告する、など
の方法が取り入れられている。
③議会の情報公開については、ＦＭラジオでの議会中継（Ｈ13．6 月より）、CATVによる議会中
継（Ｈ 6．6月より）、インターネットによる議会中継（Ｈ18．6 月より）、ホームページに会議録検
索システムをリンク（Ｈ15．7 月より）、傍聴者へワイヤレス補聴器の貸し出し（Ｈ11．3 月より）、
手話通訳サービス（Ｈ11．12月より）、盲導犬の入場許可（Ｈ11．12月より）など積極的な議会運営、
市民への情報公開の姿勢がうかがえる。
　それらの努力の成果なのか、豊田市議会の傍聴者が年間1,200人ほどに成ると聞き改めて驚かさ
れた。
　豊田市の取り組みを見て、常に現状に満足することなく、留まることなく、改善の気持ちを持っ
て前進し続けることが必要であると痛感した。
　「議会を活性化する」と言う本来の目的は、規則や申し合わせの変更だけで達成されるものでは
なく、議員一人ひとりが議員としての本来の役割りを自覚し充実した議論に取り組むことにより、

議会が広く市民に評価して貰える議会になって
いくことを期待したい。と言う言葉が議会活性
化特別委員会の報告書にむすびの言葉として掲
載されていたが、全く同じ気持ちで志摩市議会
の中へも生かして行きたいと強く感じた。
　豊田市議会の取り組みとその成果を十分に参
考にし、当委員会としてもこれからの活動に大
いに生かして行きたいと考える。
　以上、議会運営委員会における管外視察の報
告とします。

日時：８月１日
場所：愛知県豊田市
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一

般

質

問

景
気
対
策
と
し
て
の

公
共
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て

小 森 　 仁
議員

問　

民
間
経
済
の
回
復
の
兆
し
が

中
々
見
え
て
こ
な
い
今
、
志
摩
市

に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備
い
わ
ゆ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ま
だ
ま
だ
不

完
全
で
、
早
急
に
必
要
と
さ
れ
る

公
共
が
担
う
べ
き
事
業
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
志
摩
市
経
済
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
の
公
共
事
業

の
積
極
的
活
用
を
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

志
摩
市
に
お
け
る
社
会
基

盤
の
整
備
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
旧
町
か
ら
の
取
り
組
み
の
部

分
も
有
り
ま
す
が
例
え
ば
、
保
育

所
や
幼
稚
園
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
で
快
適
な
暮

ら
し
の
た
め
の
ハ
ー
ド
整
備
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
完
全
な
部
分

が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
、
こ
れ
ら

は
公
共
事
業
の
柱
と
し
て
非
常
に

大
事
な
施
策
で
あ
り
、
18
年
度
予

算
の
投
資
的
経
費
の
中
で
最
大
限

に
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

志
摩
市
で
緊
急
を
要
す
る
イ

ン
フ
ラ
事
業
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
防
災
対
策
に
関
し
て

は
、
避
難
施
設
の
整
備
、
避
難
路

の
整
備
、
災
害
と
か
防
災
の
通
信

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
防
災
監
視
カ

メ
ラ
な
ど
の
設
置
場
所
と
数
の
拡

大
、
そ
れ
か
ら
、
老
朽
化
し
た
教

育
施
設
の
統
廃
合
を
含
め
た
新
築
、

あ
る
い
は
改
築
、
観
光
都
市
を
目

指
す
志
摩
市
の
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
、
海
の
環
境
保
全
の
た
め
の

施
策
と
し
て
家
庭
内
の
雑
排
水
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
、
合
併
浄

化
槽
の
面
的
整
備
の
推
進
な
ど
緊

急
に
解
決
す
べ
き
課
題
で
す
。
合

併
協
議
の
中
で
取
り
決
め
て
き
た

新
市
建
設
計
画
の
中
の
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
お
考
え
は
。

市
長　

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
を
反
映
し
て
策
定

し
た
志
摩
市
総
合
計
画
を
基
本
と

し
て
、
当
面
す
る
社
会
情
勢
に
的

確
に
対
応
し
た
施
策
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
経
営
戦
略
会
議
の
提

言
に
対
す
る
各
課
の
聞
き
取
り
お

よ
び
今
後
に
向
け
て
提
案
に
沿
っ

た
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

公
共
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
そ
の
必
要
性
、

重
要
性
に
よ
り
取
り
組
む
べ
き
順

位
が
あ
り
、
ま
た
、
財
源
的
に
も

有
利
な
合
併
特
例
債
の
活
用
と
い

う
点
か
ら
、
私
と
し
て
は
市
の
庁

舎
建
設
を
最
優
先
課
題
と
し
て
庁

舎
建
設
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問　

公
共
事
業
の
内
容
と
し
て
、

従
来
型
だ
け
で
は
な
く
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
独
自
の
発
想
に
よ

る
新
し
い
姿
、
形
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
か
。

市
長　

地
域
性
や
独
自
性
を
活
か

し
た
分
権
型
社
会
移
行
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

従
来
型
の
ハ
ー
ド
整
備
に
と
ら
わ

れ
ず
、
本
年
度
整
備
を
行
っ
て
い

る
I
T
の
分
野
で
す
が
、
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
の
よ
う

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
向

上
す
る
よ
う
な
事
業
、
あ
る
い
は

学
校
や
道
路
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん

が
使
う
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
財
政
面
で
の
市
民
参
画
あ

る
い
は
郷
土
愛
と
い
う
観
点
か
ら

ふ
る
さ
と
へ
の
寄
付
税
制
と
い
う

よ
う
な
制
度
を
運
用
し
た
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
資
金
を
調
達
す

る
ミ
ニ
公
募
債
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

志
摩
市
の
入
札
制
度

に
つ
い
て

問　

現
在
志
摩
市
の
行
っ
て
い
る

契
約
、
入
札
の
現
状
に
つ
い
て
全

く
問
題
は
無
い
も
の
な
の
か
、
公

平
、
公
正
の
観
点
か
ら
市
長
の
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

公
共
事
業
に
対
す
る
契
約

行
為
に
つ
い
て
は
公
正
な
競
争
入

札
の
促
進
と
契
約
の
透
明
性
を
図

り
、
公
共
工
事
の
入
札
お
よ
び
契

約
の
適
正
化
に
努
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
市

民
か
ら
の
信
頼
を
受
け
、
そ
し
て

と
も
に
志
摩
市
の
発
展
を
目
指
し

て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

行
政
に
課
せ
ら
れ
た
命
題
で
も
あ

り
ま
す
が
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
入

札
制
度
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
の
制
度
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
、
県
や
他
の
自

治
体
の
状
況
も
十
分
把
握
し
な
が

ら
、
ま
た
、
各
公
共
機
関
が
実
施

を
し
た
工
事
実
績
を
提
供
し
て
い

る
コ
リ
ン
ズ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
へ
の
加
入
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
今
後
、
指
名

審
査
会
の
中
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
総
合
的
に
検
討
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

全
国
的
に
見
て
、
随
意
契
約

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
志
摩
市
に
お

い
て
随
意
契
約
の
一
元
管
理
、
運

用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
、
高
額
契
約
の
審
査
機
関
の
設

置
な
ど
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
。

市
長　

随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、

旧
町
の
制
度
を
運
用
し
て
き
た
部

分
も
あ
り
今
後
、
指
名
審
査
会
の

中
で
十
分
な
議
論
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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志
摩
市
の
地
震
津
波

防
災
対
策
は
大
丈
夫

か
!

小 田 幸 道
議員

問　

志
摩
市
に
お
け
る
地
震
津
波

防
災
対
策
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は

言
え
ず
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
問
題
の
あ
る
箇
所
の

さ
ら
な
る
点
検
、
対
策
の
強
化
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る

津
波
が
予
測
さ
れ
る
中
、
屋
根
ま

で
つ
か
る
3
m
以
上
の
浸
水
深
が

確
実
に
予
想
さ
れ
る
船
越
、
大
野

浜
、
越
賀
、
南
張
な
ど
に
お
け
る
、

高
齢
者
な
ど
援
助
が
必
要
な
人
た

ち
の
車
椅
子
な
ど
避
難
用
具
、
避

難
道
路
の
整
備
、
避
難
場
所
の
借

上
げ
な
ど
に
対
し
て
、
行
政
の
援

助
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
集
落

を
防
護
し
て
い
る
船
越
浜
、
南
張

浜
の
堤
防
は
、
砂
浜
の
砂
が
波
に

さ
ら
わ
れ
、
基
礎
が
見
え
て
き
て

い
る
状
態
で
、N
H
K
の
放
送「
砂

浜
が
消
え
る
」
で
も
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
津
波
な
ど
に
よ
る
堤
防

崩
壊
が
危
惧
さ
れ
、
対
策
が
急
務

で
す
。
さ
ら
に
は
、
浜
島
支
所
の

裏
山
の
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
の
間
か
ら

草
が
繁
茂
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
を

起
こ
し
て
、
弱
く
な
っ
た
擁
壁
が

地
震
で
崩
落
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
市
内
に
も
こ
う
い
っ
た
急

傾
斜
地
が
沢
山
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
急
務

と
思
い
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

住
民
の
避
難
に
必
要

な
車
椅
子
、
リ
ヤ
カ
ー
等
の
支
給

補
助
、
避
難
所
の
確
保
、
避
難
道

路
の
整
備
、
堤
防
の
補
強
を
検
討

し
、
急
傾
斜
地
に
つ
い
て
も
、
改

良
、
改
修
事
業
に
努
め
ま
す
。

志
摩
市
の
商
工
観
光

産
業
は
大
丈
夫
か
?

問　

志
摩
市
の
産
業
は
、
志
摩
ス

ペ
イ
ン
村
の
入
り
込
み
客
数
の
減

少
、
メ
ル
パ
ー
ル
伊
勢
志
摩
の
来

年
3
月
閉
鎖
、
さ
ら
に
は
、
志
摩

石
亭
の
売
却
な
ど
志
摩
市
の
観
光

産
業
を
支
え
る
大
手
企
業
が
軒
並

み
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
志
摩
市
の
新
し
い
産
業
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
の
、
I
T
戦

略
、「
パ
ー
ル
バ
レ
ー
構
想
」
も

頓
挫
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

中
で
、
昨
年
の
観
光
客
の
入
り
込

み
数
は
、
伊
勢
市
が
3.7
%
増
、
鳥

羽
市
が
1.3
%
減
、
志
摩
市
は
22
・

2
%
減
と
、
志
摩
市
全
体
の
産
業

が
不
振
を
極
め
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
メ
ル
パ
ー
ル

伊
勢
志
摩
は
、
現
在
買
い
手
先
を

探
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
事
業

が
行
わ
れ
な
い
土
地
な
ど
の
資
産

は
、
何
の
利
益
も
生
ま
れ
な
い
わ

け
で
、
事
業
が
行
わ
れ
る
か
ら
こ

そ
そ
こ
に
雇
用
が
生
ま
れ
、
所
得

が
発
生
し
、
さ
ら
に
は
関
係
取
引

先
な
ど
の
利
益
に
繋
が
り
、
経
済

が
活
性
化
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
が
経
済
発
展
の
循
環
な
の
で
す
。

そ
こ
で
志
摩
市
全
体
の
活
性
化
の

た
め
、
観
光
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
大
資
本
企
業
に
メ
ル
パ
ー

ル
伊
勢
志
摩
を
お
願
い
し
、
大
王
、

志
摩
町
を
含
む
志
摩
全
域
の
開
発

を
お
願
い
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う

わ
け
で
す
。
地
域
の
開
発
は
従
来

の
単
な
る
点
だ
け
の
展
開
で
は
効

果
が
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
点
を

繋
ぐ
面
に
よ
る
展
開
が
必
要
で
す
。

企
業
誘
致
あ
る
い
は
、
そ
う
い
っ

た
企
業
に
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
な
ど
の
措
置
、
優
遇
策
が
必
要

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
当
局

志
摩
市
の
財
政
は

大
丈
夫
か
?

問　

全
国
的
に
も
、
自
治
体
活
性

化
の
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
の
高

か
っ
た
北
海
道
夕
張
市
が
、
財
政

再
建
団
体
の
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
観
光
産
業
へ
の
積
極
的
な
投

資
が
裏
目
に
出
て
、
出
納
整
理
期

間
を
利
用
し
た
巨
額
の
一
時
借
入

金
の
借
換
え
に
よ
り
、
地
方
債
も

国
か
ら
起
債
制
限
を
受
け
る
水
準

と
な
り
、
借
金
は
6
0
0
億
と
な

り
、
破
産
に
追
い
込
ま
れ
た
わ
け

で
す
。
全
国
の
自
治
体
の
多
く
は
、

同
じ
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
志

摩
市
は
地
方
債
の
発
行
残
高
、
い

わ
ゆ
る
借
金
が
一
般
会
計
で
、
17

年
度
末
で
2
5
1
億
円
あ
り
ま
す

が
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を

合
わ
せ
る
と
、
3
5
0
億
円
ほ
ど

の
借
金
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
合
併
特
例
債
を
10
年

間
、
限
度
い
っ
ぱ
い
発
行
し
た
と

し
ま
す
と
、
1
0
0
億
円
ぐ
ら
い

借
金
が
増
え
、
26
年
に
は
、
単
純

に
計
算
し
て
も
、
4
5
0
億
円
ぐ

ら
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
夕
張
市
の
よ
う
な
一
時
借

入
金
に
よ
る
隠
れ
借
金
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
志
摩
市
全
体
の
借

金
の
現
状
と
、
今
後
ど
の
よ
う
に

借
金
を
返
済
、
縮
小
し
て
健
全
財

政
に
持
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

一
時
借
入
金
に
つ
い
て
は

適
正
に
処
理
し
て
い
ま
す
。
地
方

債
も
借
金
と
し
て
は
ご
指
摘
の
通

り
で
す
。
普
通
地
方
債
、
合
併
特

例
債
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
運
用
、
効
果
の
あ
る
事
業
を
精

査
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員　

地
方
交
付
税
改
革
で
、
交

付
税
の
削
減
、
新
型
交
付
税
の
導

入
、
政
府
の
地
方
債
の
償
還
保
障

の
問
題
、
自
己
責
任
に
よ
る
自
主

発
行
な
ど
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
の
借
金
返
済
で
、
将
来

交
付
税
が
使
え
る
の
か
な
ど
、
将

来
不
安
が
残
る
わ
け
で
す
。
残
念

な
が
ら
時
間
終
了
で
す
。

の
商
工
観
光
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

市
長
に
伺
い
ま
す
。

市
長　

全
国
自
然
公
園
大
会
、
ミ

ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
伊
勢
志
摩
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
観
光
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
、
志
摩
観
光

ホ
テ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
お
天

気
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、

観
光
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
利
活
用
に
つ
い
て

中 川 弘 幸
議員

問　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
空

き
領
域
の
利
用
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
活
用
に

電
子
自
治
体
の
基
盤
と
し
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
提
案
し
ま
す
。

市
長　

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
新

庁
舎
完
成
に
あ
わ
せ
て
、
住
民
票

お
よ
び
印
鑑
登
録
の
証
明
等
の
自

動
交
付
機
の
設
置
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
関
係
部
署
と
協
議
の
上
、

さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

「
国
民
健
康
保
険
証
」の

カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
証
は
1
人
1

枚
の
カ
ー
ド
と
し
て
持
つ
こ
と
が

「
ご
当
地
検
定
」試
験

の
実
施
に
つ
い
て

問　

住
ん
で
い
る
志
摩
の
歴
史
文

化
を
広
く
良
く
知
る
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
の
郷
土
を
愛
し
再
認
識
を
し
、

市
と
し
て
の
一
体
感
を
育
む
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
、
人
材
育
成
、
文
化
、

産
業
の
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
た

ご
当
地
検
定
を
、
商
工
会
、
観
光

協
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
は
と
考
え
ま
す
が
所
見
を

伺
い
ま
す
。

市
長　

ご
当
地
検
定
の
目
的
を
市

に
当
て
は
め
る
と
議
員
が
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
市
と
し
て
の
一
体
感

の
醸
成
や
も
て
な
し
の
質
を
高
め

る
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
し
、
全
国
の
商
工
会
議

所
、
ま
た
商
工
会
等
が
主
に
地
域

で
き
ま
す
が
、
志
摩
市
と
し
て

カ
ー
ド
化
を
提
案
し
ま
す
。

市
長　

三
重
県
に
お
い
て
は
、
平

成
19
年
10
月
1
日
の
県
下
一
斉
更

新
と
い
う
こ
と
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
当
市
も
あ
わ
せ
て

カ
ー
ド
化
に
移
行
し
て
い
き
た
い
。

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
つ
い
て

問　

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
自
然
公

園
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く

の
方
々
を
お
迎
え
す
る
時
期
に
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
見
直
し
、

計
画
的
に
沿
道
景
観
作
り
、
花
の

町
づ
く
り
を
観
光
振
興
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
、
地
域
を
花
で
結

ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
つ
い
て

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
内
に
は
、
ゆ
り
パ
ー
ク
、

バ
ラ
園
ま
た
し
ょ
う
ぶ
等
、
花
や

緑
の
時
期
に
は
、
大
勢
の
お
客
様

が
当
地
を
お
訪
ね
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
ま
た
施
設
等
が
連
携
を
し
て
、

四
季
花
咲
く
ま
ち
づ
く
り
に
さ
ら

な
る
連
携
強
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
議
員
指
摘
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
多
く
の

方
々
が
こ
の
志
摩
市
に
来
訪
さ
れ

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
」

の
活
用
に
つ
い
て

問　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
、

妊
産
婦
が
身
に
つ
け
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
等
で
掲
示
し
て
妊
産
婦
へ
の

配
慮
を
呼
び
掛
け
る
も
の
で
、
志

摩
市
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
の

優
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
と
し
て
、
マ
ー
ク
の
活

用
も
提
案
し
ま
す
。

市
長　

妊
産
婦
に
優
し
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
の
利
用
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
妊
産

婦
に
対
し
て
理
解
の
あ
る
地
域
環

境
や
職
場
環
境
の
実
現
、
ま
た
受

動
喫
煙
の
防
止
や
、
各
交
通
機
関

に
お
け
る
優
先
的
な
席
の
確
保
に

つ
い
て
、
国
民
、
関
係
機
関
、
企

業
、
地
方
公
共
団
体
、
国
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
取
り
組
む
こ
と

を
広
く
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
ま

ず
、
こ
の
マ
ー
ク
の
認
知
を
進
め
、

関
係
機
関
、
企
業
等
の
協
力
を
得

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
等
で
の
対

策
を
進
め
、
母
子
手
帳
の
交
付
時

に
配
布
す
べ
く
準
備
を
進
め
る
よ

う
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

最
後
に
お
訪
ね
し
ま
す
。
例

え
ば
一
つ
の
取
り
組
み
を
す
る
時

に
、
そ
の
対
応
が
各
部
、
課
を

わ
た
っ
た
場
合
、
縦
割
り
行
政
が
、

横
の
連
携
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

組
織
の
仕
組
み
と
し
て
、
総
合
政

策
的
な
部
分
と
い
う
こ
と
を
担
っ

て
い
く
部
署
等
に
つ
い
て
全
体
的

に
考
え
な
が
ら
よ
く
検
討
し
て
い

き
た
い
。

振
興
、
あ
る
い
は
ま
ち
お
こ
し
と

い
う
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。
商
工

会
サ
イ
ド
と
も
、
今
後
検
討
協
議

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

迎
え
す
る
た
め
、
も
て
な
し
の
心

を
基
本
と
し
て
、
そ
の
準
備
を
現

在
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。
花
や
緑

で
志
摩
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
一
生
懸
命
や
っ

て
い
き
ま
す
。

マタニティーマーク
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上 村 繁 子
議員

男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
第
2
次
の
充
実

に
つ
い
て

問　

平
成
11
年
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
成
立
し
、
平
成

12
年
に
三
重
県
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
三

重
県
の
条
例
の
前
文
に
は
「
21
世

紀
を
迎
え
、
私
た
ち
が
目
指
す
社

会
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が

保
障
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
自
立
し
た
個
人
と

し
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮

す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
あ
り
、

そ
し
て
、
そ
の
社
会
は
、
男
女
が

対
等
な
立
場
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
と
も
に
参
画
し
、
責
任
を

分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参
画
社
会

で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
我
が

志
摩
市
に
お
い
て
も
市
民
に
そ
の

概
要
版
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
国
で
は
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
第
2
次
が
策
定
さ
れ
、

施
策
の
目
標
、
基
本
的
な
方
向
お

よ
び
具
体
的
な
施
策
の
内
容
を
示

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
10
項
目

の
中
で
私
は
4
項
目
に
つ
い
て
お

尋
ね
を
し
ま
す
。

1
．
2
0
2
0
年
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
指
導
的
な
地
位

に
女
性
の
し
め
る
割
合
が
少
な
く

と
も
30
%
に
な
る
よ
う
に
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
志
摩
市
は
何
年
ま
で

何
%
に
す
る
の
か
、
目
標
値
は
決

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

志
摩
お
も
い
や
り
プ
ラ
ン
、

こ
れ
は
志
摩
市
の
男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
の
名
前
で
す
が
、
こ

の
実
施
施
策
の
中
に
、
市
の
行
政

等
の
組
織
に
お
け
る
性
差
の
な
い

登
用
の
推
進
と
し
て
審
議
会
等
へ

の
女
性
の
登
用
推
進
お
よ
び
管

理
職
へ
の
女
性
登
用
推
進
を
盛
り

こ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
志
摩
市
の

審
議
会
等
の
女
性
の
比
率
は
26
%
、

管
理
職
に
お
け
る
女
性
比
率
は
、

平
成
18
年
4
月
現
在
5.2
%
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
課
長
補
佐
級
21
・

2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
係
長

級
で
す
と
45
・
6
%
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
適
材
適
所
を
基
本

に
、
管
理
職
に
お
け
る
女
性
の
比

率
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問　

2
．
育
児
等
を
理
由
に
退
職

を
し
た
者
が
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

場
合
の
支
援
策
は
、
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。

市
長　

平
成
17
年
度
に
、
出
産
、

育
児
、
介
護
等
を
理
由
に
退
職
し
、

再
び
働
く
意
志
を
持
つ
方
を
対
象

と
し
た
再
就
職
の
準
備
セ
ミ
ナ
ー

を
21
世
紀
職
業
財
団
と
共
催
で
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
意
欲
の

あ
る
再
就
職
の
希
望
者
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

問　

3
．
特
に
新
た
に
取
り
組
み

が
必
要
な
防
災
、
観
光
、
環
境
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
が
で
き
る
よ

う
な
対
策
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。

市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
か
ら
、
地
域
、
家
庭
等
へ
の
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
具
体
的
な

施
策
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
し
、
例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
機
会
を
拡
充
す

る
た
め
の
学
習
機
会
や
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

問　

4
．
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
の
、
男
性
に
と
っ
て
の
地
域
、

家
庭
等
へ
の
参
画
を
重
視
し
た
広

報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
具
体
的
な
施
策
を
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
男
女

が
子
育
て
、
家
事
、
教
育
な
ど
の

家
庭
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
、

相
互
に
協
力
を
し
な
が
ら
責
任
を

果
た
す
意
識
の
啓
発
や
男
性
の
た

め
の
子
育
て
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
に
、
男
性
の
た
め
の
子
育
て

教
室
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

機
会
の
提
供
も
今
後
行
っ
て
い
き

ま
す
。

他
に
も
、
志
摩
市
に
お
け
る
食
育

に
つ
い
て
食
育
基
本
法
を
踏
ま
え

た
中
で
の
食
育
の
推
進
活
動
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
、
医
療
保
険
制

度
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

志摩おもいやりプラン
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西 﨑 甚 吾
議員

「
志
摩
養
護
老
人
ホ
ー
ム

花
園
寮
」の
今
後
に
つ
い
て

問　

志
摩
広
域
行
政
組
合
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
「
花
園
寮
」

で
す
が
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
い

ま
だ
に
何
ら
計
画
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
議
会
に
対
し
て

資
料
や
情
報
を
提
供
し
て
審
議
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
い
い
な
が

ら
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
し
た
、

そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
は
一
度
も

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
入
所
者
の
高

齢
化
に
伴
う
介
護
、
看
護
の
状
況

な
ど
健
康
状
態
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
制
度
は
ど
う

改
正
さ
れ
た
の
か
、
入
所
者
の
介

護
保
険
制
度
、
利
用
に
対
す
る
矛

盾
点
は
解
消
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
花
園
寮
改
修
工
事
、
改
築
事

業
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
度
に
つ
い

て
は
80
人
の
う
ち
要
支
援
１
が
１

人
、
要
支
援
2
が
1
人
、
介
護

度
1
が
9
人
、
介
護
度
2
が
2
人
、

介
護
度
3
が
6
人
、
介
護
度
4
が

4
人
、
介
護
度
5
が
1
人
と
合
計

24
人
の
方
が
介
護
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
健
康
状
態
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
精
神
障

害
18
人
、
認
知
症
13
人
、
知
的
障

害
10
人
、
身
体
障
害
4
人
、
寝
た

き
り
8
人
で
、
現
在
1
人
の
方
が

病
院
へ
入
院
し
て
い
ま
す
。
老
人

福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
し
、
さ
ら
に
入
所
者
が
要
介
護

の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

市
長　

花
園
寮
の
入
所
者
の
方
々

に
は
不
便
を
か
け
て
お
り
、
早
期

改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
事
業
体
系
の
整
備

な
ど
、
法
改
正
の
動
向
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
新
し
い
基
準
に
基
づ
き
総
合

的
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
改
修
、

改
築
な
ど
の
方
向
性
に
つ
い
て
構

成
市
で
あ
る
鳥
羽
市
と
の
協
議
を

早
期
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

志
摩
広
域
行
政
組
合
の
事
務

局
は
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。
負
担
金
の
割
合
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

代
表
理
事
は
志

摩
市
長
、
副
代
表
理
事
は
鳥
羽
市

長
で
理
事
は
南
伊
勢
町
長
の
3
名

で
す
。
才
庭
寮
に
組
合
事
務
局
が

あ
り
、
事
務
局
長
以
下
、
庶
務
係
、

会
計
係
が
置
か
れ
、
構
成
市
町
に

よ
り
組
合
議
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ま
た
5
ヵ
所
の
施
設
の
運
営
経
費

は
「
平
等
割
」「
利
用
者
割
」「
人

口
割
」
な
ど
で
、
各
施
設
は
そ
れ

ぞ
れ
負
担
金
が
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

問　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
は
ど

の
よ
う
な
か
た
ち
が
最
適
と
考
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

老
人
ホ
ー
ム
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
施
設
に
転
換

し
て
い
き
ま
す
。
入
所
施
設
に
つ

い
て
は
抜
本
的
な
部
分
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
予
防
的
な
医
療
、
福
祉
も

含
め
て
議
論
を
し
、
在
宅
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

施
設
の
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

志
摩
市
と
し
て
は
、
運
営
の

主
導
権
を
握
り
事
業
の
推
進
を

担
っ
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

代
表
理
事
で
管
理
者
で
も
あ
る
市

長
は
今
す
ぐ
そ
の
対
応
、
対
策
の

指
示
を
出
す
の
か
、
決
意
の
程
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

法
改
正
の
も
と
花
園
寮
改

築
に
つ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ

の
対
応
に
つ
い
て
も
す
で
に
抜
本

的
な
対
策
を
含
め
て
協
議
を
進
め

る
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

「
ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」

の
開
催
市
と
し
て

問　

歓
迎
ム
ー
ド
の
創
出
と
伊
勢

志
摩
ら
し
い
雰
囲
気
の
提
供
に
ど

の
よ
う
に
協
力
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
選
手
、
関
係
者
を
は
じ
め

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
皆
様
に
志
摩
市
の

す
ば
ら
し
さ
を
広
く
P
R
し
て
い

く
た
め
に
市
は
何
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
向
う
５
年
間
継
続
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
し
て
、
市
の
で

き
る
連
携
や
協
力
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

歓
迎
の
ぼ
り
旗
、
歓
迎
フ

ラ
ッ
グ
な
ど
の
設
置
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ブ
ー
ス
で
は
地
元
観
光
P
R

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た

志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
第
３
駐
車
場
内

で
は
特
産
品
な
ど
の
販
売
も
行
う

べ
く
調
整
中
で
す
。
市
と
し
て
は

各
種
団
体
と
の
調
整
役
と
し
て
連

携
・
協
力
を
図
っ
て
い
ま
す
。
地

元
市
民
の
歓
迎
が
大
事
で
、
広
報

な
ど
で
呼
び
か
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
市
の
副
賞
商
品
の

提
供
と
い
う
こ
と
で
、
真
珠
製
品

を
考
え
て
い
ま
す
。
志
摩
市
を
世

界
に
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

捉
え
、
来
年
以
降
の
開
催
に
、
ま

た
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

こ
の
期
間
中
、
今
後
に
つ
な

が
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
を
意

識
し
た
事
業
を
何
か
考
え
て
い
ま

せ
ん
か
。

産
業
振
興
部
長　

関
連
イ
ベ
ン
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
画
案
を
す

で
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
ミ
ズ
ノ

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
３
日
後
に
開
催
さ

れ
ま
す
自
然
公
園
大
会
を
通
じ

２
万
人
を
超
え
る
お
客
様
が
お
越

し
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
市

民
を
あ
げ
て
「
も
て
な
し
の
心
」

で
来
年
以
降
に
つ
な
が
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。

議
員　

日
本
全
国
で
2
3
2
0
ヵ

所
に
及
ぶ
ゴ
ル
フ
場
の
中
か
ら
、

唯
一
選
ば
れ
て
ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ

の
与
え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

す
も
潰
す
の
も
、
地
元
の
取
り
組

み
次
第
で
す
。
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浜
島
小
学
校
新
校
舎

用
地
造
成
工
事
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
建

設
工
事
計
画
予
定
に

つ
い
て
?

森 昶
議員

問　

浜
島
小
学
校
の
新
校
舎
建
設

は
、
少
子
化
の
時
代
を
迎
え
た
学

校
統
廃
合
事
業
の
先
鞭
を
切
っ
た

事
業
で
す
。
平
成
17
年
度
着
工
の

建
設
用
地
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
、

校
舎
建
築
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
小
学
校
統
廃
合
合
意
の
課
題

条
件
、
児
童
安
全
通
学
の
た
め
の

学
校
周
辺
の
環
境
整
備
、
遠
隔
地

児
童
の
通
学
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

平
成
17
年
6
月
に
着

工
以
来
1
年
余
り
、
盛
り
土
計
画

14
万
㎥
の
う
ち
9
万
2
千
㎥
を
施

工
、
残
り
約
4
万
8
千
㎥
の
土
砂

が
必
要
で
あ
り
第
2
伊
勢
道
路
建

設
工
事
の
発
生
土
を
確
保
済
み
で

す
。
地
下
排
水
・
調
整
池
・
管
理

用
道
路
工
事
等
は
施
工
済
み
、
今

後
は
場
内
排
水
路
、
進
入
道
路
、

歩
道
設
置
等
の
施
工
を
行
い
ま
す
。

工
事
進
捗
度
は
約
53
%
施
行
済
み

で
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
実
施
設
計
は
平
成
19
年
度

予
算
に
計
上
を
予
定
、
建
築
工
事

は
平
成
20
〜
21
年
度
の
継
続
費
と

し
て
20
年
度
に
予
算
計
上
の
予
定
。

予
算
規
模
は
基
本
設
計
段
階
で

14
億
円
程
度
。
学
校
周
辺
の
環
境

整
備
は
関
係
部
局
と
協
議
を
重
ね

学
校
敷
地
内
に
歩
道
を
建
設
、
県

道
浜
島
阿
児
線
の
平
成
18
年
度
事

業
費
は
4
億
円
、
完
成
予
定
は
平

成
22
年
度
で
す
。
通
学
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
計
画
は
、
教
育
委
員
会

部
署
に
て
平
成
19
年
度
よ
り
地
元

と
協
議
を
進
め
て
実
質
的
な
計
画

立
案
を
図
り
ま
す
。

志
摩
市
の
文
化
力
と

産
業
経
済
振
興
施
策

に
つ
い
て

問　

文
化
の
解
釈
は
学
問
的
に
い

ろ
い
ろ
、
芸
術
作
品
や
文
化
財
等

の
物
質
的
文
化
、
衣
食
住
や
祭
り
、

生
活
様
式
等
の
生
活
文
化
、
知
識

や
価
値
観
追
求
の
精
神
的
文
化
な

ど
、
人
間
と
人
間
と
の
生
活
に
関

わ
る
全
て
の
こ
と
が
文
化
で
す
。

こ
の
よ
う
な
志
摩
市
の
有
す
る
文

化
力
を
活
用
し
て
、
産
業
経
済

振
興
施
策
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
に

活
か
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

志
摩
市
が
保
有
す
る
郷
土
・
生
活

文
化
資
料
等
の
保
存
管
理
は
決
し

て
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

埋
蔵
文
化
資
料
に
も
っ
と
光
を
当

て
る
べ
き
で
す
。
所
見
を
伺
い
ま

す
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
時

「
地
域
の
文
化
力
」
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
、
志
摩
市
と

し
て
文
化
行
政
の
推
進
に
努
め
ま

す
。「
地
域
の
文
化
力
」
が
放
つ

「
光
」を「
観
る
」こ
と
が
観
光
で
す
。

市
に
は
安
乗
人
形
芝
居
、
磯
部
の

御
神
田
等
3
件
の
国
指
定
の
他
46

件
の
文
化
財
が
あ
り
、
広
く
周
知

に
努
め
文
化
振
興
施
策
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
喜
び
も
悲
し

み
も
幾
年
月
」
の
映
画
、
大
王
波

切
の
小
津
監
督
映
画
な
ど
は
観
光

振
興
に
生
か
し
て
い
き
た
い
文
化

素
材
で
す
。
芸
術
の
国
フ
ラ
ン
ス

で
金
賞
を
受
賞
、
美
術
文
化
勲
章

を
受
章
し
た
平
賀
亀
祐
画
伯
の
絵

画
展
も
開
催
中
で
す
。「
絵
か
き

の
ま
ち
大
王
」
に
も
取
組
み
大
王

大
賞
展
入
選
絵
画
を
県
庁
は
じ
め

志
摩
市
各
支
所
・
施
設
等
で
積
極

展
示
を
開
始
し
ま
し
た
。
文
化
の

継
承
、
地
域
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と

文
化
を
正
し
く
認
識
勉
強
す
る
た

め
社
会
科
の
副
読
本
を
作
成
中
で

す
。

教
育
部
長　

郷
土
資
料
の
保
存
管

理
は
、
磯
部
の
郷
土
資
料
館
・
阿

児
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
郷
土
資
料
室
以

外
は
、
各
地
区
と
も
学
校
の
空
き

教
室
や
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
保
存

状
態
は
良
好
な
環
境
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
指
定
に
至
っ
て
な
い
文
化

財
の
把
握
調
査
を
行
い
、
保
存
・

伝
承
に
つ
い
て
専
門
員
配
置
を
行

い
継
続
的
な
文
化
財
保
護
行
政
の

展
開
が
必
要
で
す
。

行
政
情
報
の
提
供
と

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

活
用
、地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
課
題
に
つ
い
て

問　

市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有

す
る
に
は
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
一

番
有
効
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
10

Ｃ
Ｈ
放
送
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
の

内
容
を
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
加
入
普
及
率
を
伺
い

ま
す
。
国
策
に
よ
り
2
0
1
1
年

7
月
24
日
に
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完

全
移
行
さ
れ
ま
す
。
現
在
見
て
い

る
テ
レ
ビ
の
ま
ま
で
は
受
信
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方

は
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
志
摩
市

と
し
て
考
え
ら
れ
る
課
題
を
伺
い

ま
す
。

市
長
公
室
長　

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
番
組
内
容
の
ご
不
満
や
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
の
要
望
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
行

政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
番
組
制
作
放
送
審

議
会
に
も
諮
り
、
関
係
部
署
と
も

協
議
検
討
し
一
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
平
成
18
年
7
月
末
現
在
で

総
加
入
件
数
は
1
万
4
，0
3
9

件
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
普

及
率
は
市
全
体
で
63
・
58
%
、
浜

島
地
区
82
・
26
%
、
大
王
地
区
56
・

03
%
、
志
摩
地
区
71
・
83
%
、
阿

児
地
区
58
・
65
%
、
磯
部
地
区
59
・

92
%
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

に
伴
い
、
導
入
時
の
混
乱
を
避
け

る
た
め
十
分
な
啓
発
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
に
対
応
し
た
行
政
番
組
の
再

構
築
、
公
共
施
設
テ
レ
ビ
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
化
対
応
作
業
が
必
要
で

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移

行
の
周
知
は
広
報
紙
・
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。
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災
害
へ
の
備
え
は

万
全
か

西 尾 種 生
議員

問　

本
年
７
月
、
８
月
に
入
っ
て
、

愛
知
県
西
部
を
震
源
と
す
る
震
度

１
〜
２
の
微
動
が
続
い
て
、
三
重

県
で
は
、
桑
名
、
四
日
市
等
北
勢

地
域
で
も
地
震
が
観
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
い
将
来
起
こ
る
と
も
予

測
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
の
前
兆
で
は
な
い
か
と

思
え
る
地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
８
月
27
日
の
防
災
訓
練
の
よ

う
に
震
度
６
強
が
襲
え
ば
橋
の
落

下
や
国
・
県
道
沿
い
の
建
物
が
倒

壊
し
道
路
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
う
し
た
際
の
災
害
対
応
に

つ
い
て
、
市
の
現
時
点
で
の
具
体

的
な
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
災
害
救
援
活
動
は
基
地（
拠
点
）

が
必
要
で
あ
り
、
ど
こ
に
集
結
し

て
行
動
を
開
始
す
る
の
か
、
指
示

場
所
等
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

被
害
状
況
の
把
握
や
自
衛

隊
派
遣
要
請
な
ど
総
括
的
な
災
害

救
援
活
動
を
行
う
拠
点
を
市
役
所

に
設
け
ま
す
。

問　

市
役
所
を
拠
点
と
す
れ
ば
駐

車
場
も
多
く
必
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
新
庁
舎
建
設
時
に
設
置
さ

れ
る
立
体
駐
車
場
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
多
く
取
り
、
屋
上
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
け
て
は
。

市
長　

よ
く
検
討
し
て
み
ま
す
。

問　

②
電
話
な
ど
の
通
信
網
が
遮

断
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
の
緊
急
連

絡
網
の
整
備
は
現
時
点
で
、
ど
の

程
度
進
ん
で
い
ま
す
か
。

市
長　

現
在
、
専
用
回
線
お
よ
び

地
上
系
、
衛
星
系
無
線
の
多
系
統

通
信
網
の
整
備
と
し
て
衛
星
無
線

系
フ
ァ
ッ
ク
ス
6
台
、
電
話
12
台
、

衛
星
携
帯
電
話
2
台
を
活
用
し
ま

す
。

問　

以
前
か
ら
防
災
無
線
の
宅
内

受
信
機
が
な
い
阿
児
・
志
摩
両
町

に
宅
内
受
信
機
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
務
部
長　

新
庁
舎
建
設
時
に
設

置
の
方
向
で
検
討
を
し
ま
す
。

問　

③
被
害
者
や
物
資
を
輸
送
、

搬
送
す
る
に
は
、
海
上
輸
送
が
よ

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
体
制

は
整
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
ど

学
力
向
上
策
に
つ
い
て

問　

学
力
低
下
が
社
会
的
な
問
題

と
な
り
、
国
に
お
い
て
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
が
重
ね
ら
れ
る
等
、

学
力
低
下
解
消
策
が
模
索
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
は
学
力
低
下
問
題
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

①
週
5
日
制
に
よ
り
授
業
時
間
数

が
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い

実
施
さ
れ
た
総
合
学
習
が
学
習
内

容
を
一
変
さ
せ
学
力
低
下
に
つ
な

が
っ
た
と
も
一
部
報
道
で
あ
り
ま

す
が
、
市
は
授
業
時
間
数
を
補
う

た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長　

自
分
で
学
び
考
え
る
力

を
育
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

総
合
的
な
学
習
の
中
に
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
た
「
調
べ
学
習
」

を
行
っ
た
り
、
体
験
的
な
学
習
に

よ
る
教
育
効
果
に
つ
い
て
は
立
神

小
学
校
が
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
よ
う
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。
市
教
委
と
し
て

は
単
に
学
力
競
争
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
個
々
の
生
徒
の
学
習
到
達
度

を
把
握
し
た
上
で
適
切
な
学
習
指

導
を
行
っ
て
い
く
体
制
を
築
い
て

い
き
ま
す
。

問　

②
総
合
学
習
導
入
に
よ
り
主

要
教
科
時
間
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
土
曜
日
利
用
や
夏
休
み
利

用
な
ど
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

教
育
長　

学
校
現
場
と
協
議
し
な

が
ら
基
礎
、
基
本
と
な
る
教
育
内

容
の
充
実
を
目
指
し
て
本
年
度
整

備
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
教
育
ソ
フ
ト
の
導
入
等
、

放
課
後
や
休
み
期
間
の
学
習
に
活

用
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
、

放
課
後
等
に
つ
い
て
も
補
修
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

③
学
力
低
下
問
題
は
施
策
や

方
針
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
大
切
な
の
は
実
践
面
で
す
。
市

は
独
自
の
学
習
法
や
指
導
法
な
ど
、

他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

教
育
長　

平
成
19
年
度
事
業
と
し

て
授
業
研
究
指
定
校
事
業
を
計
画

し
、
学
校
教
育
の
原
点
に
た
ち
か

え
り
、
市
独
自
事
業
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

の
港
を
利
用
す
る
の
か
あ
ら
か
じ

め
指
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
の
か
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
考
え
は
。

市
長　

浜
島
港
・
的
矢
港
を
緊
急

物
資
お
よ
び
人
員
の
海
上
輸
送
港

と
し
て
、
ま
た
波
切
漁
港
を
防
災

拠
点
港
と
し
て
位
置
付
け
、
県
の

事
業
に
よ
り
岸
壁
の
補
強
等
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

災
害
に
備
え
、
間
崎
・
渡
鹿

野
の
人
々
の
た
め
に
大
き
く
安
定

し
た
浮
桟
橋
の
設
置
や
、
防
災
訓

練
の
と
き
に
使
っ
た
、
エ
ア
ー
テ

ン
ト
を
各
町
単
位
に
１
基
で
も
２

基
で
も
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

総
務
部
長　

貴
重
な
ご
意
見
と
し

て
、
よ
く
検
討
し
ま
す
。

問　

志
摩
用
水
（
神
路
ダ
ム
）
が

倒
壊
し
た
り
、
亀
裂
が
入
り
災
害

を
起
こ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
想
定
し
て
防
災
計
画
を
検
討

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

上
下
水
道
部
長　

築
後
34
年
経
過

し
安
定
は
し
て
い
る
が
、
地
震
に

対
す
る
当
該
ダ
ム
の
安
全
性
の
検

証
を
行
う
必
要
も
あ
り
、
事
故
の

な
い
よ
う
県
と
協
議
し
ま
す
。
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議員

「
斎
場
あ
ご
」の
今
後
に

つ
い
て

問　

旧
町
の
時
か
ら
竹
内
市
長
は

一
部
事
務
組
合
で
管
理
者
と
し
て

運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
も
市
長
と
し
て
運
営
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
旧
町
の
時
か

ら
老
朽
化
が
進
み
、
煙
と
臭
い
が

し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
市
に

な
っ
て
2
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
が
一
向
に
進
展
が
な
い
の
で

す
が
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

市
長　

火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
地
理
的
な
条
件
や
規
模
等
も
踏

ま
え
、
市
内
各
地
か
ら
の
距
離
、

所
要
時
間
、
土
地
の
所
有
者
の
状

況
等
を
含
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

今
の
場
所
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

市
長　

今
の
場
所
は
商
業
地
域
に

な
っ
て
き
た
の
で
場
所
を
選
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
1
日
も

早
く
新
し
い
施
設
が
完
成
を
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
満
足
の
い
け

る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
な
施
設
づ
く
り
へ

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

観
光
バ
ス
は
志
摩
市

か
ら
消
え
る
の
で
は

問　

観
光
戦
略
会
議
等
か
ら
も
5

つ
の
提
言
が
あ
り
ま
す
。
1
．農

林
漁
業
振
興
、
2
．商
業
振
興
、
3
．

福
祉
の
町
、
4
．教
育
振
興
、
5
．

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
提
言
を
ど
う
活
か
し
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

今
後
、
中
、
長
期
も
含
め

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
観
光
戦
略

室
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
志
摩
市
の
観
光
振
興
プ
ラ
ン

も
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

観
光
バ
ス
は
志
摩
市
に
来
て

ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
と
考
え
る

と
、
ま
ず
大
型
バ
ス
が
入
る
ト
イ

レ
の
駐
車
場
が
な
く
、
み
や
げ
物

を
買
う
場
所
が
な
く
、
あ
る
の
は

自
然
環
境
だ
け
で
す
。
こ
れ
で
は

バ
ス
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

地
元
の
食
を
楽
し
め
る
所
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
1
泊
ど
こ
ろ

か
数
時
間
し
か
客
は
志
摩
に
い
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
を
思
う
と
や

は
り
そ
れ
な
り
の
施
設
は
要
る
と

思
い
ま
す
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

観
光
戦
略
室
長　

志
摩
市
も
全
国

か
ら
学
生
団
体
を
誘
致
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
修
学
旅
行
等
を
誘
致
し
な
が

ら
観
光
ル
ー
ト
を
定
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
体
験
を
中
心
に
地
元
の
人
と
の

交
流
も
含
め
て
考
え
て
い
ま
す
。

問　

あ
ま
り
答
弁
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
も
う
1
つ
聞
き
た
い
の

で
す
が
、
他
県
と
の
物
産
交
流
等

は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

観
光
戦
略
室
長　

情
報
発
信
の
中

で
メ
デ
ィ
ア
交
流
会
東
京
と
大
阪

で
当
地
域
の
商
品
を
提
供
し
な
が

ら
P
R
し
て
い
ま
す
。
な
お
他
県

と
の
友
好
提
携
等
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
旧
町
単
位
で
の
友
好
市

町
村
と
の
物
産
は
イ
ベ
ン
ト
等
で

は
販
売
や
紹
介
は
し
て
い
ま
す
。

議
員　

ま
だ
物
産
交
流
等
は
考
え

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
次
の
質

問
を
し
ま
す
。

団
塊
の
世
代
の

定
年
後
に
つ
い
て

問　

定
年
と
い
っ
て
も
元
気
で
第

一
線
で
働
け
る
人
た
ち
が
多
い
中

で
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
市
も

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長
何
か
施
策
、
対
策
は
持
っ
て

い
ま
す
か
。

市
長　

平
成
20
年
ぐ
ら
い
か
ら
定

年
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
1
つ
は
全
国
的
に
見

て
も
団
塊
の
世
代
の
方
々
は
経
済

的
に
余
裕
の
あ
る
方
が
多
い
と
聞

き
ま
す
の
で
、
ど
れ
だ
け
で
も
志

摩
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
当
地

域
で
は
多
く
の
人
が
そ
の
ま
ま
従

事
を
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
市
に
お
い
て
は
農
業
を
は
じ

め
ま
せ
ん
か
と
い
う
こ
と
で
事
業

展
開
を
し
て
い
ま
す
。
農
地
が
な

く
て
も
定
年
等
を
機
会
に
農
業
を

始
め
た
い
人
を
募
り
、
初
め
は
設

備
投
資
が
少
な
く
簡
単
に
で
き
る

作
物
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等

に
も
臨
時
、
短
期
的
な
経
験
と
技

術
を
活
か
し
た
就
業
の
制
度
化
を

し
て
い
ま
す
の
で
協
働
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

運
動
会
、体
育
祭
に

つ
い
て

問　

運
動
会
は
地
区
の
祭
的
な
も

の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
あ
ま
り
に
も
見
て
い
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
も

も
っ
と
地
区
民
が
た
く
さ
ん
来
て

く
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
子

ど
も
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
も
地
区
の
人
を
知
る
、

そ
し
て
子
ど
も
は
地
区
が
守
り
育

て
る
。
こ
れ
は
運
動
会
だ
け
に
限

ら
ず
で
す
が
、
そ
ん
な
教
育
指
導

は
で
き
な
い
か
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

今
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
、

核
家
族
化
が
進
み
、
育
児
に
対
す

る
考
え
方
の
違
い
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
授
業
参
観
、
文
化
祭
な

ど
広
範
に
と
ら
え
な
が
ら
学
校
と

協
働
し
て
安
心
、
安
全
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
事
件
等
が
な
い
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。
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清
掃
セ
ン
タ
ー
の

集
約
化

松 尾 忠 一
議員

問　

平
成
14
年
12
月
か
ら
浜
島
町

で
稼
動
し
た
R
D
F
施
設
は
、
可

燃
ご
み
を
乾
燥
、
固
形
化
し
て
、

桑
名
市
多
度
町
の
『
三
重
ご
み
固

形
燃
料
発
電
所
』
に
運
び
、
発
電

し
て
売
電
す
る
施
設
で
す
。
そ
し

て
、『
焼
却
灰
処
理
』
も
無
料
で

す
、
夢
の
よ
う
な
施
設
で
す
。
と

の
県
企
業
庁
か
ら
の
ふ
れ
こ
み
で

旧
浜
島
町
は
R
D
F
施
設
に
決

定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
企

業
庁
は
、
翌
年
か
ら
電
気
事
業
法

改
正
、
2
0
0
3
年
に
発
電
所
貯

蔵
サ
イ
ロ
で
起
き
た
爆
発
事
故

を
受
け
、
段
階
的
値
上
げ
を
提
案

し
て
き
て
お
り
、
2
0
0
6
年
か

ら
2
0
0
8
年
度
は
、
焼
却
灰
処

理
1
ト
ン
当
た
り
6
，3
0
0
円

と
計
画
時
の
約
束
よ
り
法
外
な
金

額
を
提
示
し
て
き
て
い
ま
す
。
志

摩
市
と
し
て
企
業
庁
の
提
案
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
志
摩
市
各
施
設
可
燃

ご
み
1
ト
ン
当
た
り
の
焼
却
費

用（
人
件
費
を
除
く
）は
、エ
コ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
は
ま
じ
ま（
3
万
8
，

5
2
4
円
）磯
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
1
万
7
，5
3
6
円
）大
王
清
掃

セ
ン
タ
ー（
3
万
1
，9
9
5
円
）

と
R
D
F
施
設
の
処
理
経
費
が
突

出
し
て
い
ま
す
。
焼
却
費
用
の
安

い
他
の
施
設
へ
分
配
処
理
す
べ
き

で
は
な
い
の
で
す
か
お
聞
き
し
ま

す
。

市
長　

R
D
F
の
構
想
は
、
環
境

先
進
県
を
標
榜
す
る
三
重
県
が
主

導
し
、
市
町
村
に
奨
励
し
て
き

た
も
の
で
、
構
想
当
時
に
お
い

て
、
処
理
料
は
無
料
と
い
う
こ
と

で
、
県
が
参
画
を
呼
び
か
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
電
力
の
一
部
自
由
化
に

よ
る
売
電
価
格
の
下
落
、
ま
た
灰

の
無
害
化
、
安
定
化
処
理
な
ど
の

環
境
化
低
減
に
か
か
る
費
用
の
高

騰
な
ど
、
当
初
の
見
通
し
に
大
き

な
差
異
が
生
じ
、
売
電
収
入
だ
け

で
は
運
営
管
理
費
を
賄
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
現
行
の
処
理
委

託
料
が
有
償
決
定
を
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
来
、
発
電
所
運
転
に
帰
す
る
経

費
の
負
担
に
つ
い
は
、
県
の
責
任

に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
も

消
防
団
員
公
務
災
害

補
償
に
つ
い
て

問　

消
防
団
員
は
、
生
業
を
持
ち

な
が
ら
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が

守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精

神
に
基
づ
き
、
昼
夜
を
問
わ
ず

地
域
の
安
心
、
安
全
の
確
保
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
、
地
域
住
民

か
ら
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
人
口
の
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
、
就
業
構
造
の
変
化
等
で
団
員

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
団

員
数
確
保
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を

と
ら
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
団
員
の
公
務
災
害
補

償
8
級
以
下
に
つ
い
て
も
お
聞
き

し
ま
す
。

市
長　

団
員
確
保
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
各
分
団
に
お
け
る
新
入
団

員
の
加
入
推
進
に
あ
わ
せ
て
、
本

年
度
よ
り
志
摩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
消
防
団
員
の
募
集
や
消
防
団
活

動
の
掲
載
、
三
重
県
消
防
操
方
大

会
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
放

映
な
ど
を
行
い
、
消
防
団
の
活
動

状
況
な
ど
、
住
民
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

総
務
部
長　

8
級
以
下
の
災
害
補

償
に
つ
い
て
は
検
証
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
多
額

の
累
積
欠
損
が
現
実
に
見
込
ま
れ

る
中
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に

ご
み
処
理
を
行
う
必
要
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
ト
ン
当
た
り
3
，

7
9
0
円
の
現
行
R
D
F
処
理
委

託
料
決
定
の
い
き
さ
つ
も
踏
ま
え
、

平
成
18
年
度
以
降
の
灰
処
理
費
の

増
加
分
を
新
た
に
市
町
が
負
担
を

し
、
ト
ン
当
た
り
5
，0
5
8
円

と
す
る
提
案
を
関
係
市
町
側
か
ら

や
む
を
得
ず
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
18
億
円
程
度
県
が
負
担
し
、

残
り
を
市
町
が
負
担
を
す
る
と
い

う
現
行
R
D
F
処
理
委
託
料
の
比

較
で
、
約
2.2
倍
と
な
る
ト
ン
当
た

り
8
，4
8
0
円
の
見
解
が
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
関
係
市
町

と
し
て
は
、
到
底
受
け
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
県
に
対
し
再
度

検
討
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

生
活
環
境
部
長　

ご
み
の
分
配
処

理
の
方
法
で
す
が
、
R
D
F
で
処

理
す
る
単
価
は
、
相
対
的
に
高
い

と
い
う
結
論
も
事
実
で
す
し
、
県

下
の
施
設
の
中
で
は
浜
島
の
数
量

が
一
番
少
な
い
と
い
う
ふ
う
な
こ

と
か
ら
、
単
価
的
に
は
相
当
高
額

に
な
っ
て
い
て
、
普
通
に
焼
く
部

分
に
比
べ
ま
す
と
、
や
っ
ぱ
り
5

割
10
割
増
し
と
い
う
ふ
う
な
こ
と

も
事
実
で
す
。
言
わ
れ
ま
し
た
集

約
化
の
方
法
、
そ
れ
か
ら
他
の
修

繕
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
会
の
当
時
の
議
論
の
中
で
、
今

あ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
は
そ
の
ま
ま
運
用
を

す
る
と
い
う
ふ
う
な
、
各
町
で
定

め
た
一
般
廃
棄
物
の
処
理
計
画
に

の
っ
と
っ
て
現
在
は
実
施
を
し
て

い
ま
す
。
結
果
、
皆
さ
ん
も
ご
承

知
の
と
お
り
、
各
町
に
よ
っ
て
は

収
集
体
系
の
物
品
が
違
う
と
、
こ

ん
な
実
情
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
早
い
う
ち
に
統

一
を
す
べ
く
、
今
努
力
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
般
廃
棄
物

の
市
と
し
て
の
収
集
計
画
、
ま
た
、

基
本
計
画
を
一
刻
も
早
く
立
て
て

い
く
中
で
、
こ
の
集
約
化
の
部
分

に
つ
い
て
も
議
論
は
さ
れ
て
い
く

べ
き
だ
と
、
こ
う
考
え
て
い
ま
す
。

RDF施設
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人
口
減
に
伴
う

財
政
環
境
の

変
化
と
対
応
策
は

森 本 雅 太
議員

問　

地
方
都
市
の
抱
え
る
問
題
の

1
つ
と
し
て
、
人
口
の
減
少
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
志
摩
市
と
し

て
人
口
減
に
伴
う
今
後
の
財
政

環
境
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
予
測

し
て
い
る
の
か
、
合
併
時
6
1
，

8
0
0
人
あ
っ
た
登
録
人
口
は
現

在
6
0
，6
0
0
人
と
1
，2
0
0

人
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
主

だ
っ
た
原
因
は
社
会
減
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
減
少
傾
向

に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
と
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
、
人
口
減
を
受

け
入
れ
て
対
応
策
を
早
急
に
確
立

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
執
行
部

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

平
成
17
年
の
国
勢
調
査
人

口
が
5
8
，2
2
2
人
と
い
う
こ

高
齢
化
に
伴
う
医
療

介
護
費
用
の
増
大
に

対
す
る
対
応
策
は

問　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

老
人
保
健
の
3
つ
の
特
別
会
計
は
、

18
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
も
合

計
1
6
4
億
円
余
と
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
要

素
が
作
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
義

的
な
対
応
策
は
見
出
せ
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
主
な
要
因
、
そ

れ
に
対
す
る
対
応
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
執
行
部
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

志
摩
市
に
お
い
て
も
医
療

費
の
増
大
は
重
要
な
問
題
と
し
て

捉
え
て
い
ま
す
。
国
保
、
介
護
保

険
、
老
人
保
健
の
医
療
介
護
費
用

は
16
年
度
が
1
1
1
億
円
、
17
年

度
が
1
1
8
億
円
と
年
々
増
加
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
医
療
費
、
介
護
費
用
の
増

大
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
、
６

月
21
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
健
康

保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
患
者
負
担
が
現
役
並
み
所
得
者

に
つ
い
て
は
、
2
割
負
担
か
ら
3

割
負
担
に
、
ま
た
療
養
病
床
に
入

院
す
る
高
齢
者
の
食
事
、
居
住
費

の
見
直
し
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
20
年
4
月
か
ら
は
70
歳
以
上
、

74
歳
の
高
齢
者
の
患
者
負
担
が
1

割
か
ら
2
割
に
見
直
さ
れ
、
平
成

20
年
4
月
か
ら
独
立
し
た
新
た
な

高
齢
者
医
療
制
度
と
し
て
、
75
歳

以
上
を
対
象
に
後
期
高
齢
者
の
医

と
で
前
回
に
比
べ
て
3
，4
0
6

人
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
18
年

度
の
交
付
税
算
定
に
お
い
て
こ
の

人
口
が
基
礎
数
値
と
な
り
ま
す
の

で
影
響
を
危
惧
し
て
い
ま
し
た
が
、

急
減
補
正
と
い
う
形
で
配
慮
が
あ

り
、
当
初
予
算
を
上
回
る
交
付

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は

人
口
と
面
積
を
基
礎
に
算
定
を
行

う
交
付
税
改
革
の
動
き
に
よ
っ
て

は
人
口
減
が
影
響
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
し
、
自
主
財
源
と
し

て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
ま
す

税
財
源
に
つ
い
て
も
人
口
減
が
続

く
こ
と
に
な
れ
ば
影
響
が
生
じ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
人

口
減
少
だ
け
で
な
く
、
高
齢
化
の

問
題
も
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
疾
病
構
造
と
か
、
後
期

高
齢
者
が
増
え
て
く
れ
ば
社
会
保

障
費
が
増
大
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の

問
題
を
総
合
的
に
取
り
組
み
、
健

康
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

療
制
度
が
創
設
さ
れ
、
対
象
高
齢

者
か
ら
は
患
者
負
担
と
は
別
に
保

険
料
が
徴
収
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
市
と
し
て
も
健
康
寿
命
を

延
伸
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
か
、
予
防
の
部
分
に
注
力
し

た
健
康
づ
く
り
に
今
後
と
も
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
中
に
は

食
生
活
で
あ
る
と
か
健
康
づ
く
り

の
活
動
も
入
っ
て
お
り
、
総
合
的

な
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
て
6
年
が
経
過
を
し
、

一
定
の
定
着
を
し
ま
し
た
。
今
回

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
施

設
給
付
の
改
正
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
体
的
な
福
祉
を
考
え
る
中

で
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

を
含
む
『
ふ
く
し
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
』
を
市
と
し
て
設
立
し
、
介

護
予
防
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
を
中
心
に
予
防
で
あ
る
と

か
、
要
介
護
状
態
に
高
齢
者
の
方

が
な
り
に
く
い
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

自
主
財
源
の
増
大
を
図
る

べ
き
産
業
振
興
策
は

問　

財
政
に
関
す
る
重
要
項
目
と

し
て
、
当
然
歳
入
の
拡
大
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
産
業
の

振
興
を
図
り
、
税
収
の
拡
大
を
図

る
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
す
。
こ

の
問
題
は
長
期
的
な
計
画
の
も
と

に
地
道
な
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
地
場
産
業
と
し
て
の
農
林
、

水
産
、
観
光
、
商
工
等
多
々
あ
る

訳
で
す
が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
い

う
の
で
な
く
、
あ
る
程
度
力
点
を

一
点
に
絞
っ
た
産
業
振
興
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

執
行
部
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の

産
業
振
興
策
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
も
申
し
上
げ

て
い
ま
す
と
お
り
、
観
光
振
興

を
主
と
し
、
地
域
振
興
策
を
打
っ

て
い
か
ね
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
経
済
的
な
波
及
効
果
も
生

れ
ま
す
の
で
、
観
光
振
興
の
、
も

う
１
つ
よ
り
体
系
的
な
観
光
振
興

プ
ラ
ン
と
い
う
も
の
を
策
定
す
る

中
で
、
他
の
産
業
へ
の
波
及
効
果
、

雇
用
の
創
生
等
も
得
ら
れ
ま
す
の

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
を
樹

立
し
て
い
き
ま
す
。

財
政
面
か
ら
見
た

志
摩
市
の
現
況
と

今
後
の
施
策
は
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障
害
者
自
立
支
援
法

10
月
本
格
実
施
前
の

準
備
状
況
に
つ
い
て 坂 口 　 洋

議員

問　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
10
月

か
ら
本
格
施
行
と
な
り
ま
す
。既

に
４
月
か
ら
原
則
１
割
の
応
益
負

担
が
導
入
さ
れ
、大
幅
な
利
用
者

負
担
に
よ
る
施
設
か
ら
の
退
所
や

報
酬
の
激
減
に
よ
る
施
設
経
営
の

悪
化
な
ど
、深
刻
な
問
題
点
が
全

国
的
に
噴
出
し
て
い
ま
す
。障
害

者
自
立
支
援
法
は
、国
が
社
会
保

障
予
算
削
減
を
も
く
ろ
む
中
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、懸
念

さ
れ
て
い
た
と
お
り
、障
が
い
者

の
方
々
の
自
立
を
阻
み
、生
存
権

の
侵
害
と
も
い
う
べ
き
深
刻
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。弱

い
も
の
い
じ
め
の
小
泉
構
造
改
革

の
象
徴
で
す
。10
月
本
格
実
施
を

前
に
そ
の
準
備
状
況
を
問
い
ま
す
。

①
円
滑
な
制
度
利
用
の
仕
組
み
の

構
築
、制
度
ア
ク
セ
ス
へ
の
保
障
は

つ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。②
利

用
料
減
免
制
度
な
ど
の
拡
充
は
市

独
自
で
は
必
要
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。③
適
正
な
支
給
決
定
の
仕
組

み
は
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。④

障
害
者
計
画
と
障
害
者
福
祉
計
画

の
整
合
性
を
ど
う
図
る
の
で
し
ょ

う
か
。⑤
地
域
生
活
支
援
事
業
に

か
か
わ
る
条
例
化
は
ど
う
進
め
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。事
業
枠
の

設
定
、各
事
業
の
運
営
基
準
と
補

助
単
価
の
設
定
、利
用
料
の
設
定
。

⑥
地
域
供
給
基
盤
の
計
画
整
備
は

今
後
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

現
在
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
お
ら
れ
る
方
に
つ

い
て
、自
宅
訪
問
し
、調
査
を
行
っ

て
10
月
か
ら
の
新
サ
ー
ビ
ス
体
系

に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う

に
現
在
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。地

域
生
活
支
援
事
業
に
移
行
す
る

方
々
に
つ
い
て
は
、社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
で
説
明
会
を
9
月
中
に
開

催
し
ま
す
。障
害
程
度
区
分
の
判

定
等
を
中
立
・
公
正
な
立
場
で
専

門
的
な
観
点
か
ら
行
う
た
め
「
障

害
者
介
護
給
付
費
等
の
審
査
会
」

を
発
足
し
て
い
ま
す
。地
域
生
活
支

援
事
業
の
事
業
枠
に
つ
い
て
は
、必

須
5
事
業
の
相
談
支
援
事
業
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、日

常
生
活
の
用
具
給
付
事
業
、移
動

支
援
事
業
、地
域
活
動
支
援
セ
ン

新
庁
舎
と
そ
の
周
辺

地
域
の
整
備
に
つ
い
て

問　

新
庁
舎
建
設
計
画
は
設
計
業

者
も
決
ま
り
本
格
的
に
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
新
庁
舎
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
、
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聞
く
場
が
必

要
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
庁
舎
建
設
と
あ
わ
せ
て
鵜
方

駅
周
辺
の
再
整
備
を
一
体
の
も
の

と
し
て
し
っ
か
り
し
た
計
画
を
持

つ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
庁

舎
建
設
だ
け
で
な
く
、
鵜
方
駅
を

含
む
周
辺
地
域
の
再
整
備
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
ど
う
す
る
の
か
、

市
長
の
考
え
、
構
想
を
問
い
ま
す
。

市
長　

単
に
市
役
所
と
い
う
箱
物

を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

な
く
、志
摩
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
し
て
、そ
の
周
辺
、と
り
わ
け
公

共
交
通
機
関
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
鵜
方
駅
周
辺
が
一
体
的
な
地
域

と
し
て
、人
々
が
集
い
、交
流
が
よ

り
活
発
化
す
る
場
所
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。町

タ
ー
機
能
強
化
事
業
を
実
施
す
る

方
向
で
規
則
・
要
綱
の
制
定
に
向

け
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。基
盤
整

備
に
つ
い
て
は
、訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
、

日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
の
保
障
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
充
実
を
図
り
、

施
設
入
所
、入
院
生
活
か
ら
地
域

生
活
へ
の
移
行
を
推
進
し
ま
す
。福

祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

等
配
慮
し
、数
値
目
標
を
設
定
し

計
画
的
整
備
が
行
え
る
よ
う
障
害

福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

「
三
重
済
美
学
院
」の
「
ル
ー
ベ
ン

ハ
イ
ム
志
摩
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
拠
点
の
活
用
も
踏
ま

え
、計
画
策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

自
立
支
援
法
に
対
し
て
の
市

長
の
基
本
的
な
評
価
・
認
識
を
問

い
た
い
。

市
長　

坂
口
議
員
か
ら
は
、以
前

の
議
会
で
も
指
摘
を
い
た
だ
い
て

お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

こ
と
は
私
自
身
も
認
識
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
不
安
感
と
か
、問
題

に
な
る
箇
所
が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、市
と
し
て
で
き
る
限
り
の
措

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

議
員　

新
し
い
制
度
で
利
用
す
る

支
援
が
、
10
月
に
は
い
っ
た
ん
決

ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の

方
に
本
当
に
適
し
て
い
る
の
か
検

証
し
て
い
く
に
は
相
当
の
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
10
月
始
ま
っ
て
か

ら
の
実
態
調
査
を
き
ち
ん
と
行
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

並
み
の
景
観
を
考
え
な
が
ら
人
々

を
町
中
に
集
め
、居
住
を
促
し
て
い

く
こ
と
で
、利
便
性・安
全
性・回
遊

性・
楽
し
さ・
個
性
を
持
ち
備
え
た

拠
点
と
し
て
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問　

せ
っ
か
く
新
し
い
庁
舎
が
で

き
て
も
、以
前
と
同
じ
よ
う
に
鵜

方
駅
周
辺
は
人
の
出
入
り
が
あ
ま

り
増
え
て
い
な
い
と
い
う
の
で
は

い
け
ま
せ
ん
。人
の
に
ぎ
わ
い
が

生
れ
な
く
て
も
い
け
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
に
①
新
庁
舎
と
鵜
方
駅
、

さ
ら
に
は
ア
リ
ー
ナ
の
あ
る
文
化

公
園
を
含
め
、周
遊
し
た
く
な
る

よ
う
な
歩
道
の
整
備
が
必
要
と
思

い
ま
す
。②
前
川
を
人
が
集
ま
っ

て
く
る
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に
し

ま
し
ょ
う
。③
駐
車
場
対
策
、空
き

店
舗
対
策
の
具
体
化
は
?

市
長　

民
族
資
料
館
の
跡
地
の
活

用
の
中
で
、
駐
車
場
対
策
に
つ
い

て
、
地
権
者
と
よ
く
協
議
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
空
き
店

舗
対
策
は
、
商
工
会
等
と
よ
く
協

議
し
、
協
働
し
て
推
進
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
国
の
制
度
と
し
て
あ

る
Ｔ
Ｍ
Ｏ（
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）も
利

活
用
し
な
が
ら
今
回
の
庁
舎
整
備
、

駅
前
の
利
活
用
、
再
整
備
に
つ
い

て
よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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環
境
税
の
創
設
に

つ
い
て

山 際 　 優
議員

問　

環
境
基
本
計
画
を
作
成
す
る

に
は
相
当
の
予
算
措
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
財
源
確

保
と
し
て
環
境
税
の
創
設
を
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ル
フ
場
か
ら

の
海
洋
汚
染
は
浜
島
町
迫
子
海
域

で
の
真
珠
養
殖
を
経
験
し
た
結
果

か
ら
明
ら
か
で
す
。
環
境
保
全
対

策
費
用
と
し
て
環
境
税
を
ゴ
ル
フ

場
利
用
者
に
1
0
0
円
程
度
負
担

し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

市
長　

環
境
基
本
法
に
お
い
て
地

方
公
共
団
体
は
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
策
定
に
は
1
，

0
0
0
万
円
以
上
の
費
用
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
の

法
定
外
目
的
税
の
導
入
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
で
す
が
、
導
入
に
つ

い
て
は
総
務
省
へ
の
協
議
、
ま
た
、

税
収
を
必
要
と
す
る
本
来
の
財
政

需
要
で
あ
る
か
、
課
税
の
公
平
・

中
立
・
簡
素
性
、
納
税
者
を
含
む

関
係
者
へ
の
十
分
な
説
明
な
ど
適

正
な
手
続
き
等
が
必
要
で
あ
り
慎

重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
ゴ
ル

フ
場
利
用
者
に
は
合
歓
C
C
・
賢

島
C
C
は
9
5
0
円
、
浜
島
C
C

は
7
5
0
円
、
伊
勢
志
摩
C
C
は

4
5
0
円
の
利
用
税
を
頂
い
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
加
え
て
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
よ
ほ
ど

慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

浄
化
槽
の
水
質
調
査

に
つ
い
て

問　

公
衆
ト
イ
レ
お
よ
び
学
校
等
、

市
が
管
理
す
る
施
設
で
の
水
質
調

査
は
十
分
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

観
光
戦
略
室
長　

志
摩
市
の
公
衆

ト
イ
レ
は
全
体
で
67
ヵ
所
あ
り
ま

す
が
、
処
理
方
式
別
の
内
訳
は

浄
化
槽
36
ヵ
所
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ

２
ヵ
所
、
汲
み
取
り
25
ヵ
所
、
下

水
道
４
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
36
ヵ
所
の
点
検
は
年
１

回
の
法
定
点
検
と
定
期
的
な
保
守

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
質
汚

濁
防
止
法
に
よ
る
水
質
測
定
は
特

定
事
業
所
の
排
水
量
等
に
よ
り
、

濃
度
規
制
、
総
量
規
制
の
測
定
頻

度
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
公

衆
ト
イ
レ
は
特
定
事
業
所
に
該
当

し
な
い
こ
と
か
ら
自
主
測
定
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
県
環
境
森
林

部
で
は
法
定
検
査
の
見
直
し
を
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
検
査

項
目
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
測
定
等
の
水
質

検
査
を
追
加
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
見
直
し
も
含
め
な
が
ら
志
摩

市
と
し
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
施
設
で
の
水
質
調
査
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
48
ヵ
所
の
施
設
に
お
い

て
保
守
点
検
、
清
掃
を
委
託
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
１
回

の
三
重
県
の
水
質
保
全
協
会
に
よ

る
水
質
検
査
も
受
け
て
い
ま
す
。

F
R
P
船
の

廃
船
不
法
投
棄
対
策

問　

近
い
将
来
、
発
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
F
R
P
船
の
不
法

投
棄
に
つ
い
て
志
摩
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
で
し
ょ

う
か
。

産
業
振
興
部
長　

現
在
英
虞
湾
に

は
放
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

数
多
く
の
船
舶
が
見
受
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
今
後
不
法
投
棄
と

な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
英
虞
湾

の
環
境
、
津
波
被
害
の
拡
大
に
結

び
つ
か
な
い
よ
う
、
早
急
に
処
理

で
き
る
も
の
か
ら
そ
の
対
応
を
関

係
機
関
で
図
っ
て
い
く
こ
と
を
鳥

羽
海
上
保
安
部
浜
島
分
室
と
協
議

し
て
、
昨
年
12
月
に
海
上
保
安
部

の
環
境
事
犯
取
り
締
り
中
に
確
認

さ
れ
ま
し
た
志
摩
町
地
先
の
真
珠

い
か
だ
と
廃
船
の
放
置
物
に
つ
い

て
3
月
に
三
重
県
真
珠
養
殖
協
同

組
合
の
協
力
を
得
て
処
理
し
ま
し

た
。

志
摩
市
管
内
の
海
岸
線
は
漁
港
区

域
、
港
湾
区
域
、
建
設
海
岸
、
農

地
海
岸
等
多
岐
に
分
か
れ
て
、
管

理
者
も
三
重
県
や
志
摩
市
が
そ
れ

ぞ
れ
所
管
し
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
、
今
後
所
有
者
不
明
の

廃
船
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
不
法
投
棄
の
防
止
に

つ
い
て
は
海
上
保
安
部
と
の
連
携

を
深
め
、
海
岸
管
理
者
で
あ
る
三

重
県
や
関
係
漁
協
・
真
珠
組
合
と

の
協
議
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。真

珠
い
か
だ
が
激
減
し
た

迫
子
地
区
海
域

市
長　

法
定
点
検
を
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

市
の
施
設
全
般
に
つ
い
て
、
環
境

へ
の
配
慮
は
十
分
検
討
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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獣
害（
い
の
し
し
）

対
策
に
つ
い
て

出 間 敏 和
議員

問　

18
年
度
の
獣
害
対
策
事
業
は
、

電
気
牧
柵
設
置
約
１
０
０
万
３
千

円
、
有
害
駆
除
委
託
料
、
猟

友
会
に
91
万
５
千
円
、
合
計

１
９
１
万
８
千
円
果
た
し
て
こ
れ

だ
け
の
行
政
の
支
援
で
生
産
農
家

の
被
害
を
食
い
と
め
ら
れ
る
か
を

お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

の
被
害
状
況
お
よ
び
駆
除
申
請
状

況
、
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し
状
況
、

狩
猟
免
許
の
取
得
推
進
お
よ
び
啓

発
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

市
長　

現
在
の
予
算
で
は
限
界
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
家
自
身

の
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
な
防

護
対
策
も
ま
た
お
願
い
を
し
て
い

き
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
防
護
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
有
害

鳥
獣
の
駆
除
対
策
を
猟
友
会
な
ら

び
に
農
家
の
方
々
と
連
携
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。
捕
獲
檻
は
、
現

在
２
種
類
の
檻
を
発
注
し
て
、
猟

友
会
で
試
験
的
に
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
見
な
が
ら
、

来
年
度
の
施
策
に
反
映
を
し
て
い

き
ま
す
。
狩
猟
免
許
が「
網
免
許
」

と
「
わ
な
免
許
」
に
分
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
農
家
の
方
の
免
許
取

得
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

来
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
前
に
講

習
会
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
次

に
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
（
い
の
し

し
）
状
況
は
昨
年
度
同
時
期
7
月

末
日
と
比
較
し
ま
す
と
、
有
害
許

可
申
請
は
8
件
増
の
44
件
、
捕
獲

頭
数
は
6
頭
増
の
32
頭　

被
害
状

況
に
は
、
農
業
共
済
被
害
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
増
え
て
い
ま
す
。

爆
音
機
に
つ
い
て

問　

当
局
で
確
認
し
て
い
る
爆
音

に
対
す
る
苦
情
お
よ
び
対
策
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

市
長　

最
近
爆
音
機
に
よ
る
騒
音

苦
情
と
い
う
の
が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
爆
音
機
に
代
わ
る

鳥
害（
鳥
の
害
）防
止
機
材
を
、
購

入
し
、
圃
場
で
の
試
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

産
業
振
興
部
長　

爆
音
機
の
苦
情

で
す
が
、大
体
年
に
2
、3
件
出
て

き
ま
す
。現
在
、電
子
防
鳥
機
の
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
（
鳥
の
危
険

信
号
や
、悲
鳴
を
聞
か
せ
近
づ
か

な
い
よ
う
に
さ
せ
る
機
器
約
3
万

円
）。効
果
が
あ
れ
ば
、説
明
会
や

補
助
要
望
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　

少
子
化
に
至
る
理
由
は
そ
の

一
つ
は
何
と
言
っ
て
も
経
済
的
な

負
担
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、こ
れ
ら
の
家
庭

の
不
安
を
軽
減
し
よ
う
と
買
い
物

や
施
設
を
利
用
す
る
際
に
料
金
割

引
や
特
典
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
自
治
体
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。仕
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は

地
域
企
業
の
協
賛
で
す
。経
済
的

支
援
と
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
か
ら
有
効
な
支
援
策
の
一
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。18
才
未
満
の
子

ど
も
が
3
人
以
上
い
る
家
庭
で
申

請
し
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
入
手
す
れ

ば
協
賛
企
業
に
よ
る
割
引
特
典
を

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

子
育
て
に
優
し
い
店
で
は
、そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
割
引
特
典
を
設
定
し

て
お
り
、店
頭
に
は
子
育
て
に
優

し
い
企
業
連
絡
協
議
会
が
発
行
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
提

示
し
て
い
ま
す
。市
は
こ
の
よ
う

な
事
業
を
企
業
に
提
案
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

少
子
化
対
策
と
し
て
有
効

な
手
だ
て
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
の
支
援
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
も
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
う
い
っ
た
方
々
か
ら
ご

意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
く

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

志
摩
び
と
の
会

問　

進
捗
状
況
と
大
使
館
、
領
事

館
、公
使
館
の
方
も
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

企
画
部
長　

本
年
11
月
28
日
に
東

京
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
設
立

記
念
交
流
会
に
お
い
て
、
現
在
会

員
の
確
保
や
各
種
事
業
の
企
画
等

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
長　

大
変
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
と
思
い
ま
す
。大
使
館
の
皆

さ
ん
に
も
ご
協
力
を
願
う
と
い
う

の
は
、非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
し
、例
え
ば
大
使
の
ご

夫
人
の
皆
さ
ん
方
に
も
真
珠
の
大

使
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

広
告
事
業

問　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

総
務
部
長　

本
年
4
月
以
降
、
志

摩
市
の
広
告
掲
載
要
綱
、
広
告
掲

載
基
準
の
素
案
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て

18
年
度
予
算
に
お
け
る
一
般
印
刷

物
を
対
象
に
、
印
刷
物
の
作
成
お

よ
び
配
布
の
予
定
に
つ
い
て
、
そ

の
発
行
部
数
や
時
期
な
ど
の
広

告
媒
体
と
し
て
の
需
要
調
査
を
行

い
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
去
る
8

月
に
広
告
事
業
審
査
準
備
委
員
会

を
開
催
し
て
、
広
告
掲
載
要
綱
や

そ
の
基
準
の
審
査
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。
今
後
、
早
急
に
要

綱
・
基
準
の
制
定
を
行
い
、
年
内

に
は
窓
口
封
筒
あ
る
い
は
一
般
共

通
封
筒
な
ど
を
手
始
め
に
、
募
集

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
順
次
、
実
施
要
領
等
の

整
備
を
行
い
な
が
ら
、「
広
報
し

ま
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー

広
告
な
ど
に
着
手
を
し
、
市
の
建

築
構
造
物
を
対
象
と
し
た
広
告
事

業
ま
で
発
展
を
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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大 口 秀 和
議員

志
摩
市
の
指
定
金
融

機
関
に
つ
い
て

問　

16
年
7
月
の
合
併
協
議
会
で
、

合
併
協
議
会
報
告
第
41
号
と
し
て
、

指
定
金
融
機
関
は
「
合
併
当
初
は

株
式
会
社
百
五
銀
行
を
指
定
金
融

銀
行
と
し
、
3
年
経
過
後
、
株
式

会
社
第
三
銀
行
に
変
更
し
、
以
後

3
年
ご
と
に
両
金
融
機
関
を
入
れ

換
え
る
」
と
報
告
さ
れ
た
が
、
こ

の
報
告
を
了
と
せ
ず
、
当
事
の

協
議
会
委
員
か
ら
、
住
民
の
利
便

性
と
、
そ
れ
ま
で
の
各
旧
町
の
銀

行
と
の
歴
史
、
両
行
の
内
容
、
地

域
へ
の
貢
献
度
等
々
の
議
論
や

3
年
後
の
交
替
に
よ
る
変
更
事
務

手
続
き
の
量
や
経
費
な
ど
も
含
め

た
デ
メ
リ
ッ
ト
、
メ
リ
ッ
ト
の
比

較
、
ま
た
将
来
の
議
会
議
決
事

項
を
当
事
の
協
議
会
で
決
め
る
の

は
、
議
会
の
軽
視
と
な
る
と
の
高

度
な
理
論
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
て
、
修
正
案
と
し
て
、
指
定

金
融
機
関
に
つ
い
て
は
「
合
併
当

初
は
㈱
百
五
銀
行
を
指
定
金
融
銀

行
と
し
、
輪
番
制
を
原
則
と
し
3

年
経
過
後
、
㈱
第
三
銀
行
お
よ
び

㈱
百
五
銀
行
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
い
、
決
定
す
る
」
と
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
来
年
が
そ
の
見
直
し
の

3
年
後
と
な
り
ま
す
。
普
通
な
ら

粛
々
と
見
直
し
が
図
ら
れ
る
と
こ

だ
が
、
近
ご
ろ
世
情
の
一
部
に
こ

の
こ
と
で
や
れ
誰
が
特
定
の
金
融

機
関
を
推
し
て
い
る
と
か
の
憶
測

が
と
び
、
世
情
が
騒
が
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
指
定
金
融
機
関

の
見
直
し
、
あ
と
1
年
以
上
も
あ

り
ま
す
が
、
市
民
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
が
い
た
ず
ら
に
世
情
の
好

奇
心
や
一
部
の
思
惑
で
の
話
題
と

な
ら
ぬ
よ
う
、
今
あ
る
程
度
の
見

解
と
方
向
を
市
と
し
て
打
ち
出
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
長

は
こ
の
輪
番
制
を
原
則
と
し
見
直

し
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

い
か
な
る
考
え
な
の
か
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

市
長　

合
併
3
年
経
過
後
、
第
三

銀
行
お
よ
び
百
五
銀
行
で
見
直
し

を
行
い
決
定
す
る
と
の
確
認
事
項

は
認
識
し
て
い
ま
す
。
担
当
部
局

で
現
在
見
直
し
の
作
業
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
県
内
の
輪
番
制
を

と
っ
て
い
る
市
の
視
察
、
両
金
融

機
関
の
比
較
検
討
と
輪
番
制
を
し

た
と
き
の
経
費
の
概
要
調
査
と
か

指
定
金
融
機
関
の
変
更
に
伴
う
関

係
機
関
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周

知
等
の
調
査
を
行
う
予
定
で
、
そ

れ
ら
を
検
討
す
る
内
部
委
員
会
等

の
設
置
に
取
り
組
み
、
委
員
会
で

検
討
し
い
ろ
ん
な
考
え
方
、
経
営

手
法
等
も
示
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問　

輪
番
制
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
か
。
市

内
の
両
行
の
支
店
の
状
況
は
。

収
入
役　

両
方
が
競
い
合
っ
て

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
よ
う
な

こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
か
と
思
い
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
輪
番
制
で
経
費
が

か
か
る
、
シ
ス
テ
ム
と
印
刷
物
の

変
更
、
修
正
の
た
め
の
手
続
き
が

相
当
要
り
ま
す
。
こ
の
部
分
が
デ

メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
支
店
の
数
は
、
百
五
銀
行
の

支
店
が
各
旧
町
に
１
行
ず
つ
で
5
、

出
張
所
が
1
で
、
第
三
銀
行
は
大

王
を
除
い
て
支
店
が
4
で
す
。

問　

合
併
前
は
各
町
単
独
で
そ
れ

ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、
志

摩
は
一
つ
で
す
。
大
所
高
所
の
観

点
か
ら
事
情
が
変
わ
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
由
な
発
想
で
市
民
本
位

の
立
場
か
ら
指
定
す
る
こ
と
も
市

長
の
立
場
と
し
て
大
事
か
と
思
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。

市
長　

原
則
と
い
う
と
こ
ろ
が
意

味
を
持
つ
わ
け
で
、
町
同
士
の
信

義
の
部
分
も
重
い
意
味
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
輪
番
制

を
取
っ
て
も
一
定
の
時
点
時
点
で

の
経
営
指
標
、
経
営
状
況
に
つ
い

て
精
査
を
し
て
時
点
時
点
の
判
断

は
い
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

私
は
ど
ち
ら
に
与
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の

利
便
性
を
考
え
た
上
で
正
確
な
ご

議
論
し
て
い
た
だ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
さ
せ
な
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
検
討
委
員
会
で
し
っ
か

り
議
論
を
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
探

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
が
不
利
に
な
ら
ぬ
よ
う
市
長

の
英
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
と

個
別
受
信
機
の

整
備
に
つ
い
て

問　

平
成
15
年
9
月
に
防
災
行
政

無
線
は
合
併
後
3
年
以
内
に
周
波

数
を
統
一
し
、
個
別
受
信
機
は
当

分
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
新
市
に

お
い
て
全
戸
無
償
貸
与
の
方
向
で

検
討
と
あ
る
が
、
個
別
受
信
機
の

全
戸
無
償
貸
与
は
い
つ
ま
で
な
の

か
。
大
王
地
区
、
浜
島
地
区
、
磯

部
地
区
に
は
、
各
戸
に
個
別
受
信

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
阿
児

地
区
と
志
摩
地
区
は
個
別
受
信
機

が
全
戸
に
貸
与
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

阿
児
、
志
摩
地
区
の
防
災
の
備
え

を
考
え
る
上
で
、
早
急
な
整
備
は

必
要
で
す
。
す
ぐ
に
予
算
を
組
ん

で
取
り
か
か
る
お
心
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

市
長　

早
い
機
会
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
提
供
で
き
れ
ば
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　

志
摩
町
で
は
難
聴
家
庭
に
1
，

2
0
0
台
、
阿
児
町
は
1
0
0
台

貸
与
し
て
い
る
こ
の
枠
を
増
や
し

て
全
戸
無
償
貸
与
が
無
理
な
ら
希

望
す
る
家
に
配
布
す
る
と
い
う
考

え
は
。

総
務
部
長　

基
地
局
の
整
備
と
併

せ
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
他
に
も
教
育
委
員
会
の
入
札
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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幼
保
一
元
化
を
再
び

問
う

三 橋 文 夫
議員

問　

幼
保
一
元
化
の
問
題
に
つ
い

て
は
去
る
3
月
定
例
会
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
、市
長
お
よ
び
担

当
部
長
に
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
経
過
と
今
後
の
検
討
課
題
な
ど

か
な
り
詳
細
に
伺
い
ま
し
た
が
、

加
え
て
も
う
一
度
踏
み
込
ん
だ
い

く
つ
か
の
質
問
を
し
ま
す
。こ
の

問
題
に
関
し
て
は
2
0
0
6
年
か

ら
の
総
合
計
画
に
も
、子
育
て
支

援
小
学
校
教
育
と
も
絡
め
た
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、ど
れ
を
と
っ
て
も

今
一
つ
具
体
性
に
欠
け
た
一
般
論

の
域
を
出
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。そ
の
原
因
の
大
き
な
１

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、や

や
極
論
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
、保

育
所
は
厚
生
労
働
省
そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
の
違
い
に
あ
る
役
所
の
関
係

と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

前
川
浄
化
の
た
め
に

小
河
川
の
浄
化
を

問　

英
虞
湾
浄
化
の
一
助
と
し
て
、

ま
ず
前
川
の
浄
化
を
図
る
。
そ
の

前
川
の
浄
化
の
た
め
に
そ
こ
に
流

入
す
る
小
河
川
の
浄
化
を
考
え
る
。

幸
い
こ
の
小
河
川
は
そ
う
多
く

は
な
い
の
で
す
。
そ
の
支
流
小
河

川
の
適
切
な
場
所
、
場
合
に
よ
っ

て
は
複
数
ヵ
所
を
選
ん
で
そ
こ
に

適
切
な
工
法（
施
設
）に
よ
る
浄

化
施
設
を
施
工
す
る
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
工
法
は
今
各
地
で
実
に

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

と
思
う
の
で
す
が
、そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
地
方
分
権
が
声
高
く
叫
ば

れ
て
い
る
昨
今
、も
っ
と
も
っ
と

強
力
に
地
方
独
自
の
施
策
が
実
行

で
き
な
い
も
の
か
、こ
の
こ
と
に

も
っ
と
真
剣
な
取
り
組
み
を
考
え

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で

こ
の
取
り
組
み
の
１
つ
の
見
本
と

い
っ
て
も
良
い
今
年
4
月
よ
り
始

ま
っ
た
津
市
白
山
町
の
例
を
取
り

上
げ
ま
す
と
、そ
れ
ま
で
5
地
区

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
計
7
ヵ
所
の

幼
稚
園
保
育
所
を
完
全
に
１
ヵ
所

に
統
合
し
、１
つ
屋
根
の
建
物
の

中
に
名
目
と
機
能
は
白
山
幼
稚
園
、

白
山
保
育
所
と
し
て
一
緒
に
幼
児

教
育
保
育
を
受
け
て
い
る
と
い
う

「
幼
保
一
元
化
」の
１
つ
の
モ
デ
ル

に
も
な
る
例
も
あ
り
ま
す
。志
摩

市
に
お
い
て
は
と
て
も
一
元
化
と

は
い
き
ま
せ
ん
が
、思
い
切
っ
た

統
合
の
必
要
な
理
由
と
し
て
各
地

区
園
舎
の
老
朽
化
、耐
震
強
度
の

不
足
に
よ
る
早
急
な
新
改
築
の
必

要
性
、加
え
て
少
子
化
に
よ
る
園

児
数
の
大
幅
減
、時
間
に
余
裕
の

な
い
こ
の
2
つ
を
一
挙
に
解
決
す

る
方
法
に
は
こ
れ
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。3
月
議
会
の
際
の

答
弁
の
中
に
幼
保
一
元
化
検
討
準

備
会
の
協
議
の
経
緯
が
言
及
さ
れ

ま
し
た
が
、こ
の
検
討
会
の
そ
の

後
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　
「
幼
保
一
元
化
検
討
準
備

委
員
会
」
は
平
成
17
年
8
月
を
初

回
と
し
て
計
6
回
の
検
討
を
重
ね

ま
し
た
。
市
の
現
状
は
、
保
育
所

は
21
施
設
、
幼
稚
園
は
11
施
設
あ

り
ま
す
。
幼
保
一
元
化
の
必
要
な

2
つ
の
理
由
は
言
わ
れ
る
よ
う
に

施
設
の
老
朽
化
と
少
子
化
に
よ
る

園
児
数
減
に
あ
り
、
老
朽
化
耐
震

度
津
波
対
策
な
ど
勘
案
し
て
改
築

の
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
15
点

満
点
で
評
価
し
た
と
こ
ろ
10
点
が

5
施
設
、
9
点
が
2
施
設
、
8
点

が
1
施
設
の
計
8
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
全

国
に
そ
の
問
い
か
け
を
し
て
も
よ

い
し
、
コ
ン
ペ
方
式
を
と
っ
て
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
絶

対
条
件
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
応
急
措
置
で
す
か
ら
完

全
無
欠
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
極
め
て
短
期
間
施
工
、
安

価
な
施
工
、
維
持
費
、
こ
れ
が
絶

対
条
件
と
な
り
ま
す
。
本
格
的
な

下
水
道
完
備
ま
で
は
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
年
と
費
用
を
要
し
ま
す
。

今
年
度
補
助
予
定
の
2
4
0
基
の

合
併
浄
化
槽
の
普
及
と
い
っ
て
も

微
々
た
る
進
捗
し
か
望
め
ま
せ
ん
。

で
き
得
る
こ
と
か
ら
早
急
に
具
体

化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
件
に
関
し
て

も
役
所
の
所
管
が
複
雑
に
絡
ん
で

い
ま
す
が
、
以
前
で
し
た
か
、
い

く
つ
か
の
部
署
が
共
同
の
協
議
を

持
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
具
体
的

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

英
虞
湾
浄
化
の
一
助
と
し

て
、
前
川
を
浄
化
す
る
と
い
う
考

え
方
は
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
ま

す
。
海
域
と
陸
域
の
皆
さ
ん
が
同

じ
目
的
の
た
め
に
協
働
し
て
こ
と

に
あ
た
る
「
自
然
再
生
推
進
協
議

会
」
と
い
っ
た
枠
組
み
が
必
要
で
、

そ
こ
に
い
く
つ
か
の
行
政
の
部
署

が
参
画
し
て
抜
本
的
な
解
決
を
目

指
す
と
い
う
こ
と
を
現
実
に
行
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。
同
じ
陸
域
の
浄

化
に
し
て
も
、
か
た
や
下
水
道
は

国
土
交
通
省
、
合
併
浄
化
槽
は
厚

生
労
働
省
の
主
管
と
い
っ
た
分
か

れ
が
あ
り
、
市
内
部
の
部
局
に
も

そ
れ
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
総
合

的
に
そ
れ
ら
を
調
整
し
て
企
画
立

案
し
て
い
く
部
局
が
必
要
な
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
部
長　

前
川
浄
化
に
関

す
る
協
議
会
を
17
年
度
に
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。

助
役
の
指
示
を
受
け
、総
務
課
、建

設
整
備
課
、下
水
道
課
、
環
境
課

の
4
課
で
河
川
浄
化
に
関
す
る
協

議
会
を
持
ち
何
回
か
の
協
議
を
重

ね
つ
つ
、
前
川
だ
け
で
な
く
、
市

全
域
に
つ
い
て
拡
げ
て
い
く
中

で
愛
知
県
春
日
井
市
の
庄
内
川
で
、

こ
の
支
流
の
八
田
川
か
ら
の
流
入

口
付
近
で
の
浄
化
実
験
を
視
察
に

も
行
き
ま
し
た
。
小
河
川
浄
化
の

違
っ
た
5
社
の
方
式
を
実
験
す
る

プ
ラ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
そ
の
後
前
川
の
支
流
等
を
含

む
水
質
調
査
の
予
算
を
計
上
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
等
が
出
れ
ば
そ

れ
に
対
応
す
る
方
策
を
協
議
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。



29 しまし議会だより　第８号

障
害
者
自
立
支
援
法

に
つ
い
て

野 名 澄 代
議員

問　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
っ

て
、
従
来
か
ら
利
用
し
て
い
た
施

設
の
回
数
を
減
ら
す
か
、
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
人
が
増
え
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
を
含

め
た
救
済
策
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
市
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

私
は
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
た
障
害
に
か

か
わ
ら
ず
、
地
域
の
中
で
笑
顔
を

も
っ
て
住
み
慣
れ
た
場
所
で
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行

政
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
改

正
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
も
10
月
1

日
か
ら
本
格
的
施
行
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
見
直
し
、

あ
る
い
は
軽
減
策
等
に
つ
い
て
も

打
ち
出
さ
れ
て
き
て
い
る
状
況
で

す
の
で
、
今
後
も
見
直
す
べ
き
点

が
あ
れ
ば
、
県
、
国
に
積
極
的
に

意
見
を
出
し
て
い
き
た
い
。
加
え

て
軽
減
策
に
つ
い
て
も
、
で
き
得

る
部
分
は
ど
こ
か
、
真
剣
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

財
源
を
病
院
で
は
な
く
福

祉
に
使
う
と
い
う
視
点
か
ら
、施

設
は
障
が
い
者
の
交
流
の
場
と
し

て
、ま
た
、病
気
予
防
の
リ
ハ
ビ
リ

の
場
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
き
、し
っ
か
り
ご

検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
札
に
つ
い
て

問　

老
健
施
設
の
指
名
基
準
の
変

更
に
つ
い
て
、
8
月
1
日
の
公
告

を
翌
2
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
付
は
1
日
の
ま
ま
で
し
た
。
本

来
、
変
更
し
た
場
合
は
、
日
付
は

変
更
し
た
2
日
に
し
、
ど
こ
を
ど

の
よ
う
に
変
更
し
た
か
、
わ
か

り
や
す
く
注
釈
を
入
れ
る
べ
き
で

す
。
変
更
し
た
日
も
変
更
し
た
部

分
も
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
2
日
の
変

更
（
業
者
の
施
工
実
績
を
削
除
）

は
、
指
名
審
査
会
の
会
長
で
あ
る

助
役
が
会
議
を
開
く
た
め
に
委
員

を
招
集
せ
ず
、
自
ら
各
委
員
に
出

向
い
て
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

会
議
の
あ
り
方
に
問
題
は
な
い
の

か
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
8
月
10
日
の
全
員
協
議

会
（
議
会
が
指
名
基
準
の
変
更
を

求
め
た
）
で
は
、
市
長
は
「
変
更

し
な
い
」
と
断
言
さ
れ
た
後
、
15

日
に
指
名
基
準
を
変
更
さ
れ
ま
し

た
が
、
議
会
は
こ
の
説
明
を
ま
だ

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
日
常
茶
飯
事

に
新
聞
を
賑
わ
し
て
い
る
談
合
に

つ
い
て
は
、
業
者
の
倫
理
観
の
問

題
で
す
が
、
利
権
の
絡
む
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
長
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
た
だ
き
、
行
政
と
議

会
両
輪
の
も
と
に
、
い
い
条
件
を

つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
長　

指
名
審
査
会
の
中
で
、
そ

う
い
っ
た
検
討
の
機
会
を
持
ち
な

が
ら
、
さ
ら
に
入
札
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
に

つ
い
て

問　

緊
急
通
報
装
置
の
事
業
内
容

の
変
更
で
、
受
信
セ
ン
タ
ー
で
受

け
て
い
た
一
次
対
応
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
緊
急
通

報
は
直
接
3
人
の
協
力
員
に
つ
な

が
り
ま
す
が
、
通
報
を
受
け
た
協

力
員
は
自
分
の
判
断
で
行
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
信
セ
ン

タ
ー
廃
止
に
よ
り
、
協
力
員
が
1

人
暮
ら
し
の
高
齢
で
あ
っ
た
場
合

に
深
夜
や
明
け
方
の
対
応
が
で
き

る
の
か
、
協
力
員
は
常
時
家
に
い

る
の
か
、
施
錠
さ
れ
て
い
る
家
に

ど
の
よ
う
に
し
て
入
る
の
か
、
何

か
あ
っ
た
と
き
の
責
任
の
所
在
は

等
、
問
題
が
多
々
あ
り
、
利
用
者

側
か
ら
は
依
頼
で
き
る
協
力
員
が

い
な
い
、
受
け
る
協
力
員
は
頼
ま

れ
た
が
責
任
が
重
す
ぎ
て
断
り
た

い
が
言
い
出
せ
な
い
、
と
い
っ
た

相
談
が
私
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。

市
長　

今
年
度
福
祉
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
が
稼
動
し
た
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

に
変
更
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
経

過
し
て
い
く
中
で
、
不
足
す
る
分
、

ま
た
は
充
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
分
等
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

福
祉
は
心
が
こ
も
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

財
源
が
な
け
れ
ば
金
を
使
わ
ず
に

何
が
で
き
る
の
か
、
考
え
る
べ
き

で
す
。
例
え
ば
、
緊
急
通
報
装
置

の
利
用
者
に
限
定
せ
ず
、
行
政
側

が
隣
近
所
の
高
齢
者
世
帯
や
1

人
暮
ら
し
世
帯
に
協
力
を
呼
び
掛

け
、
5
、6
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
、
こ
の
人
た
ち
の
中
で

10
日
に
一
度
く
ら
い
、
A
さ
ん
は

B
さ
ん
に
、
B
さ
ん
は
C
さ
ん
に
、

と
い
う
ふ
う
に
互
い
に
連
絡
を
取

り
合
っ
て
、
健
康
確
認
を
し
た
り
、

相
談
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
し
な
が
ら
、
連
携
を
深
め
て

い
け
ば
、
市
へ
の
財
政
負
担
も
そ

ん
な
に
か
か
ら
ず
に
助
け
合
い
の

輪
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
輪
は
防

災
や
他
の
こ
と
に
も
つ
な
げ
て
い

け
ま
す
。
問
題
が
生
じ
た
と
き
に

は
、
行
政
が
相
談
に
の
っ
て
支
え

て
い
く
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
金
が

な
け
れ
ば
、
そ
の
分
福
祉
に
心
を

砕
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

健
康
福
祉
部
長　

隣
近
所
の
お
付

き
合
い
で
充
実
で
き
る
部
分
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
私
ど
も
が
出

向
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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あ
わ
び
漁
減
少
へ
の
対
応

策
と
将
来
へ
の
取
り
組
み 濵口三代和

議員

問　

3
月
議
会
で
私
は
近
年
の
あ

わ
び
漁
の
漁
獲
高
の
減
少
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。
あ
わ
び
の
餌
と

な
る
藻
は
あ
る
の
か
、
放
流
す
る

あ
わ
び
が
小
さ
い
の
で
は
な
い
の

か
な
ど
質
問
を
し
、
原
因
を
究
明

す
る
た
め
漁
業
組
合
と
の
話
し
合

い
を
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
ま

し
た
が
、
行
い
ま
し
た
か
?
あ
わ

び
漁
の
漁
獲
金
額
は
平
成
元
年
が

約
13
億
円
、
昨
年
は
10
億
円
少
な

い
3
億
円
で
す
。
あ
わ
び
等
を
志

摩
市
の
重
要
な
基
幹
産
業
と
す
る

な
ら
、
後
継
者
対
策
を
含
め
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
前
に

進
む
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

あ
わ
び
漁
の
減
少
の
理
由

に
つ
い
て
は
、
三
重
県
の
水
産
研

究
部
が
中
心
と
な
り
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
い
ま

だ
明
確
な
理
由
や
原
因
が
解
明
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
、
貝

の
「
雄
化
」
説
も
原
因
の
一
つ
か

と
い
う
こ
と
で
、
憂
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
漁
協
と
の
話
し
合

い
に
お
い
て
は
、
稚
貝
の
放
流
サ

イ
ズ
、
放
流
方
法
、
築
磯
の
設
置

場
所
の
協
議
、
ま
た
試
験
礁
の
相

談
な
ど
、
各
支
所
単
位
で
そ
れ
ぞ

れ
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
び

の
餌
と
な
る
藻
に
つ
い
て
は
、
各

漁
協
支
所
に
お
い
て
適
切
な
漁
場

管
理
の
話
し
合
い
の
上
、
刈
り
取

り
場
所
や
量
に
つ
い
て
の
決
定
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
築

磯
事
業
と
有
機
的
に
結
合
さ
せ
た

あ
わ
び
増
殖
に
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
産
業
で
、新
し
い

産
業
へ
の
想
い
は

問　

志
摩
市
の
新
し
い
産
業
と
し

て
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
、
英
虞

湾
を
生
か
し
て
の
漁
業
と
し
て
、

高
齢
者
で
も
で
き
る
ウ
ニ
養
殖
を

し
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

赤
ウ
ニ
は
現
在
、
採
苗
し
、
増
殖

に
成
功
し
て
い
ま
す
、
こ
の
ウ
ニ

を
英
虞
湾
で
養
殖
し
、
水
温
の
高

く
な
る
夏
場
に
は
陸
上
養
殖
の
施

設
に
置
く
こ
と
で
商
品
化
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
市
の
認
め
る
産
業
、
新

し
い
漁
業
と
し
て
発
展
さ
せ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
市
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

漁
業
組
合
等
、
そ
う
い
っ

た
基
盤
的
な
も
の
が
で
き
上
が
っ

て
、
機
運
等
が
で
き
上
が
っ
て
き

た
と
い
う
ふ
う
な
と
き
に
、
市
も

共
同
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
開
発

に
つ
い
て
、
と
も
に
調
査
・
研
究

し
て
い
く
と
い
う
用
意
は
十
分
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
い
ろ
ん
な
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
試
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

水
産
業
は
、
こ
の
志
摩
市

に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
産
業
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
、「
海
女

と
真
珠
の
ふ
る
さ
と
伊
勢
志
摩
」

で
す
、
ぜ
ひ
こ
の
志
摩
市
の
基
幹

産
業
、
水
産
業
を
復
活
さ
す
た
め

に
、
市
民
も
行
政
も
議
員
も
一

体
と
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
!
官
民
一
体
と
な
っ
た
、「
志

摩
水
産
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
提
言

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
珠
養
殖
業
へ
の
将
来

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

6
月
議
会
で
は
厳
し
い
真
珠

養
殖
業
界
の
低
迷
に
対
す
る
対
応

策
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
が
、
何
か

こ
れ
と
い
っ
た
手
は
打
た
れ
ま
し

た
か
、
業
界
と
の
話
し
合
い
も
持

た
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
真
珠
養
殖

の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま

す
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

昨
年
末
か
ら
の
低
水
温
に

よ
る
へ
い
死
の
被
害
を
受
け
ら
れ

た
養
殖
業
者
の
皆
さ
ん
が
最
も
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
事
業
の
運
転
資

金
や
生
活
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
、

三
重
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
農

林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
と
漁
業
共

済
制
度
の
説
明
会
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
近
年
の
真
珠
養
殖
業
の
低
迷

に
つ
い
て
は
、
漁
場
環
境
の
悪
化

に
よ
る
生
産
性
の
低
下
や
感
染
症

の
問
題
、
海
外
で
急
増
す
る
養
殖

真
珠
等
の
競
合
な
ど
と
い
っ
た
問

題
が
複
雑
、
ま
た
複
合
的
に
起
因

し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。
漁
場
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
は
自
然
再
生
推
進
協
議
会

の
設
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。
低
水

温
処
理
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
は

養
殖
業
界
と
の
協
力
に
よ
り
現
在

試
験
を
行
っ
て
お
り
、
一
定
の

成
果
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
感
染

症
対
策
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
組
合
や
研
究
会
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
今

後
の
組
織
的
な
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
国
際
競
争
の
激
化
に
つ
い
て

は
、
品
質
の
低
下
を
含
め
て
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
志
摩
市
は
真
珠
発
祥
の
地
と

い
う
、
有
利
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
、

志
摩
の
真
珠
に
関
す
る
情
報
発
信

を
進
め
な
が
ら
、
競
争
力
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
は
、
志
摩
市
総
合
計
画
に
水
産

資
源
の
適
切
な
保
存
管
理
と
持
続

的
な
利
用
を
示
し
た
「
水
産
業
振

興
基
本
計
画
の
策
定
事
業
」
と
い

う
こ
と
に
取
り
組
む
方
向
で
位
置

づ
け
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
部
長　

ま
だ
、
具
体
的
な
各

真
珠
養
殖
漁
業
組
合
や
漁
業
協
同

組
合
な
ど
と
の
話
し
合
い
は
ま
だ

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
提
言
書
に
基

づ
き
近
い
内
に
一
緒
に
協
議
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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志
摩
市
の
治
安
対
策

に
つ
い
て

谷 口 　 覚
議員

問　

一
．
志
摩
市
の
治
安
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
．
志
摩
市
で
の
昨
年
度
に
お
け

る
交
通
事
故
件
数
、
犯
罪
件
数
は

一
．
伊
勢
道
路
に
お
け
る
交
通
事

故
多
発
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

一
．
警
察
署
の
誘
致
に
つ
い
て

一
．
今
後
の
治
安
対
策
に
つ
い
て

以
上
5
点
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

市
長　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
公
務
員

に
よ
る
飲
酒
運
転
の
不
祥
事
等
が

多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
務

員
の
あ
り
方
、
倫
理
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
も
含
め
て
、
再
認
識
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
市
役
所

に
お
い
て
も
徹
底
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
志
摩
市
に
お
い
て
も
、

防
犯
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
で
す
と
か
、
交
通
安
全

委
員
お
よ
び
協
力
員
に
よ
る
街
頭

指
導
の
実
施
、
青
少
年
補
導
委
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
18

年
3
月
に
は
志
摩
S
P
隊
と
い
う

こ
と
で
郵
便
局
の
皆
さ
ん
と
協
働

し
た
よ
う
な
形
で
地
域
の
見
守
り

活
動
も
含
め
た
防
犯
活
動
に
尽
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
件
数
は
1
，7
3
9
件
で
、
前

年
対
比
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

犯
罪
件
数
は
5
1
2
件
で
前
年
よ

り
減
少
傾
向
で
す
。

　

伊
勢
道
路
に
つ
い
て
は
事
故
件

数
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
懸
念
を
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安

全
性
の
高
い
「
第
2
伊
勢
道
路
」

の
促
進
を
現
在
県
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
事
故
発
生
時
の

緊
急
通
信
手
段
と
し
て
携
帯
電
話

の
通
話
エ
リ
ア
の
拡
大
と
い
う
こ

と
を
要
請
を
か
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
署
の
建
設
に
つ
い
て
は
粘

り
強
く
設
置
要
望
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
治
安
対
策
に
つ
い
て
は

従
来
の
ほ
う
を
中
心
に
地
域
の
各

種
団
体
等
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
磯
部
地
区
に
お

け
る
「
み
は
る
隊
」
を
は
じ
め
、

各
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

自
主
的
な
見
回
り
活
動
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

警
察
署
の
移
転
と
い
う
こ
と

で
志
摩
市
の
ど
こ
へ
誘
致
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

具
体
的
に
ど
こ
と

い
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

問　

鳥
羽
市
と
の
競
争
に
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ま
ず
場
所
は
ど
こ

か
と
い
う
こ
と
を
決
め
て
お
願

中
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
に
つ
い
て

問　

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ

い
て
活
動
状
況
と
問
題
点
は
な
い

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長　

市
内
の
全
中
学
校
は
基

本
的
に
は
ク
ラ
ブ
の
所
属
は
本
人

の
自
由
参
加
と
な
り
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
何
ら
か
の
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
、
活
躍
し
て
い
ま

す
。
現
状
の
問
題
点
と
し
て
は
、

少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
か

ら
ク
ラ
ブ
数
が
減
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
学
校
も
あ
り
、
子
供
た
ち

が
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
を
選
択
で
き

な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
も
あ
り

ま
す
。

問　

磯
部
中
学
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
生
徒
、
保
護
者
が
い
く
ら

要
望
し
て
も
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

教
育
長　

ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
課
外
活
動
で
あ
る
た

め
そ
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
学

校
長
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
ず
っ
と

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
習
っ
て
き
て
、

中
学
生
に
な
っ
て
も
大
好
き
な
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き
る
と
い
う
夢

と
希
望
を
奪
う
失
策
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
教
育
長
の
お
立
場

で
学
校
長
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

教
育
長　

そ
う
い
っ
た
ご
意
見
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

し
か
と
話
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

伊
勢
道
路

い
す
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
磯
部
支
所
は
敷
地
面
積

4
万
3
6
1
㎡
あ
り
ま
す
。
鳥
羽

署
の
現
在
面
積
は
１
万
㎡
で
す
。

ま
た
旧
磯
部
町
役
場
も
跡
地
利
用

が
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
へ
警
察
署
を

も
っ
て
き
た
ら
ベ
タ
ー
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

思
い
切
っ
た
提
言
を
い
た

だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
立
地
的

に
は
非
常
に
面
白
い
立
地
で
は
な

い
か
な
あ
と
思
う
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
、
土
地
等
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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この広報紙は、古紙配合率100％、白色度70％の再生紙と、
環境にやさしい大豆インクを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

編
集
後
記

　

広
報
委
員
会
の
当
初
の
目
標
で
も

あ
っ
た
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
評
価
に
値

す
る
議
会
広
報
と
し
て
の
信
頼
度
と
情

報
提
供
度
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
本

年
、
本
会
議
で
の
テ
レ
ビ
中
継
録
画
の
配

信
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
会
議

録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
を
市
民
の
皆
様
に
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
年
4
回
発
行
の
議
会
だ
よ
り

で
は
、
供
給
す
る
企
画
の
内
容
の
充
実

に
つ
い
て
も
、
閉
会
中
の
各
常
任
委
員

会
に
お
け
る
所
管
事
務
調
査
の
報
告

お
よ
び
活
動
状
況
や
意
見
を
公
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
の
一
層
の
活
性

化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、

任
期
の
締
め
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
対

し
て
、
広
報
委
員
会
委
員
一
同
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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１日　議会運営委員会視察研修
２日　伊勢志摩地区広域市町村圏議長会総会
３日　渥美・伊勢を結ぶ伊勢湾口道路フォーラム
６日　「Vリーグ　岡山シーガルズ」バレー

ボール教室
10日　全員協議会
18日　志摩市議会庁舎建設に関する特別委

員会
　　　パークゴルフ健康効果報告と健康づ

くり講演会
19日　少年野球指導者講習会「実践野球教

室と栄養講座」
20日　第１回志摩シティカップサーフィン

コンテスト
21日　総務財政常任委員会協議会
　　　志摩地域における産婦人科医療に関

する打合わせ会
22日　社会福祉法人三重済美学院ルーベン

ハイム志摩竣工式
25日　三市議会議長協議会（志摩市、伊勢

市、鳥羽市）
29日　会派代表者会議
31日　全員協議会、議会運営委員会

５～28日　平成18年第３回定例会
11日　志摩市庁舎建設に係る懇談会

15～16日　安乗神社祭礼奉納行事人形芝居
15日　野呂知事を囲む懇談会
16日　わらじ祭・ふれあい祭
17日　志摩の海女大撮影会
28日　全員協議会、議会運営委員会
29日　海女小屋体験

８月

９月

１日　いそべまつり、志摩市功労者表彰式
３日　会派代表者会議、庁舎建設意見交換会
６日　議会運営委員会
７日　あわび王国まつり
14日　第12回ええじゃんかまつり
16日　議会広報特別委員会
19日　ふるさと給食

21，22日　ふるさとしろとり夢まつり（岐阜県郡上市）
22日　第56回真珠供養祭
23日　会派代表者会議

志摩市議会庁舎建設に関する特別委員会
24日　豊かな賑わいあふれるまちづくり検討会
25日　伊雑宮物産調献祭、議会広報特別委員会
　　　秋田県男鹿市議会視察来庁
26日　志摩市戦没者追悼式
27日　議会マネージメント研修
28日　志摩俳句大会
29日　第１回志摩市身体障がい者福祉体育大会
31日　英虞湾架橋建設促進協議会役員研修会

10月

１日　三重県地方議会フォーラム2006
２日　平成18年第３回臨時会

３～５日　ミズノクラシック
７日　埼玉県吉川市議会視察来庁

８～９日　第48回全国自然公園大会

11月

お詫びと訂正
しまし議会だより第７号に記載誤りがありました
ので、お詫びして訂正いたします。
５ページ　４段目中ごろ

（誤）　中西聡子氏
　　↓

（正）　中西智子氏


